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Deform

deform は Python の HTML フォーム生成ライブラリです。
Python 2.6, 2.7, 3.2, 3.3 で動きます。

deform の設計は、 formish [http://ish.io/projects/show/formish] フォーム生成ライブラリの影響を
強く受けています。恥知らずな横取りだと言う人もいるかもしれません;
これは完全に不正確というわけでもありません。 deform は、主に
実装が (ほぼ間違いなく) より単純で、より小さいという点で formish と異なります。

deform は、スキーマライブラリとして Colander を、フォーム
コントロールの deserialization ライブラリとして Peppercorn を、
HTML テンプレートとして Chameleon を使用します。

deform は、 Peppercorn, Colander, Chameleon と
translationstring という名前の国際化ライブラリにのみ依存しています。
したがって、ほとんどのウェブフレームワーク (あるいは反フレームワーク)
の中で使用することができるでしょう。

代わりのテンプレート言語を用いることもできます。そのためには、すべての
テンプレートが既存の Chameleon テンプレートからあなたが選択した
テンプレートシステムに翻訳されて、適切な renderer が
deform に提供される必要があります。
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デモサイト

deformdemo.repoze.org [http://deformdemo.repoze.org] を訪れて、
Deform のほとんどの特徴をデモするアプリケーションを見てください。
また、このアプリケーションのソースコードは GitHub の deform パッケージ [https://github.com/Pylons/deform] の中にあります。




サポートと開発

バグを報告するためには、 バグトラッカー [https://github.com/Pylons/deform/issues] を使用してください。

このドキュメンテーションに答えが見つからない質問がある場合、
Pylons-discuss メーリングリスト [http://groups.google.com/group/pylons-discuss] にコンタクトを取るか、

#pylons IRC チャンネル に参加してください。

deform のタグまたはトランクバージョンは、 GitHub 上の deform
パッケージ [https://github.com/Pylons/deform] を通して閲覧または
チェックアウトできます。トランクをチェックアウトするには以下のコマンドを
使用してください:

git clone git://github.com/Pylons/deform.git



deform のコントリビューターになる方法を知るには、 Pylons
プロジェクトのコントリビュータードキュメンテーション [http://docs.pylonsproject.org/#contributing/] を参照してください。
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基本的な使い方

この章では、フォームをレンダリングしてから、入力を受け取ってバリデーションを
行うまでの、 Deform の基本的な使い方について見ていきましょう。

フォームをレンダリングして、それに続くフォーム送信入力を受け取れるように
するために、開発者がしなければならないステップは次のとおりです:


	スキーマを定義する

	フォームオブジェクトを作成する

	フォームのフィールドにデフォルト以外のウィジェットを割り当てる (オプション)

	フォームをレンダリングする



フォームが表示されると、ユーザはブラウザの中でフォームとやり取りして、
ある時点でそれを送信します。ユーザがフォームを送信すると、ユーザから
提供されたデータは適切にバリデーションされるか、そうでなければエラー
マーカーとともにフォームが再度レンダリングされる必要があるでしょう。
それは、どの部分を (スキーマで定義されているように) 「正しく」再入力する
必要があるかをユーザに通知することをサポートします。ユーザはフォームに
入力して、送信して、再度バリデーションを行うことを無制限に継続すること
ができます。


スキーマの定義

Deform を使うための第一歩は、フォームのレンダリングを通して受け取ろうとする
データ構造を表わす schema を作成することです。

例えば、リレーショナル・データベースから得られるデータ構造におおよそ基づいて
フォームを作成することを想像してください。そのようなデータ構造の一例は
このようなものです:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10

	[
{
 'name':'keith',
 'age':20,
},
{
 'name':'fred',
 'age':23,
},
]







言い換えれば、実行されるデータベースクエリは people のシーケンスを
返します; それぞれの人は何らかのデータで表わされています。このデータを
編集する必要があります。このリストの中にいる人の数はそれほど多くありません。
そのためリストを辿るのに何らかのページングやバッチは必要ありません;
単一のフォームページにすべて表示することができます。

Deform は、上記の例と類似した構造を appstruct として指定しています。
用語 “appstruct” は、「アプリケーション構造」の短縮形です。なぜなら、
それがアプリケーションで通常関心のある高レベルの構造の一種だからです:
appstruct で表されたデータは、アプリケーションそれ自体にとって直接的に
有用です。


Note

appstruct は、(pstruct や cstruct 構造のような)
Deform が使用する他の構造とは異なります: pstruct とcstruct は、
典型的にはレンダリング処理の間でのみ有用です。



通常、ある appstruct を与えられると、その appstruct と関係付けられた
データを編集することができる schema を推測することができます。
この特定の appstruct をフォームにシリアライズするスキーマを定義しましょう。
このアプリケーションには、生成されるフォームに以下のような要件があります:


	人の追加と削除がでなければなりません。

	人を追加した後で、任意の人の名前あるいは年齢を変更できなければなりません。



これらの要件を満たすスキーマはこのようになります:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14

	import colander

class Person(colander.MappingSchema):
    name = colander.SchemaNode(colander.String())
    age = colander.SchemaNode(colander.Integer(),
                              validator=colander.Range(0, 200))

class People(colander.SequenceSchema):
    person = Person()

class Schema(colander.MappingSchema):
    people = People()

schema = Schema()







Deform が使用するスキーマは、 Colander という名前のパッケージ
から来ています。 Colander のための公式のドキュメンテーションは
http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/dev/ に存在します。複雑
なスキーマを構成するには、デフォルトの Colander データ型の
ドキュメンテーションを読んで慣れておく必要があるでしょう。しかし、今の
ところは、それを即興でやる (play it by ear) ことができます。

読んで理解しやすいように、ここでは上記の3つのスキーマを実際に定義
しましたが、最後のステップで schema としてそれらすべてを単一の
スキーマ・インスタンスに結合しています。 People スキーマは
Person スキーマノードのコレクションです。この定義の結果、
Person は次のように表現されます:


	name, これは文字列でなければなりません。

	age, それは整数に逆シリアライズできなければなりません;
逆シリアライズが起こった後で、バリデータはその整数が 0 以上 200 以下
(境界含む) であることを保証します。




スキーマノード・オブジェクト


Note

この節では、読者がフォームに関して学習している間このページから別の
ページに移動する必要がないように、スキーマノードに関する
Colander ドキュメンテーションを文脈に合わせて一部繰り返します。
しかし、ほとんど同じ情報が
http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/dev/ でも得ることが
できます。



スキーマは、1つまたは複数の スキーマノード ・オブジェクトから構成されます。
それぞれのスキーマノードは、典型的にはクラス
colander.SchemaNode [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SchemaNode] のインスタンスで、通常は入れ子状に配置されます。
それぞれのスキーマノード・オブジェクトには、必須の type, (逆シリアライズ
後のデータを調節するための) オプションの preparer, (prepare 済みのデータを
逆シリアライズするための) オプションの validator, オプションの
default, オプションの missing, オプションの title, オプションの
description,  ほとんど必須の (slightly less optional) name があります。
さらに、それは 任意の キーワード引数を受け付けます。それらは属性として
ノードインスタンスに直接設定されます。

スキーマノードの type は、そのデータ型を示します (例えば
colander.Int や colander.String [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.String] などです)。

スキーマノードの preparer は、逆シリアライズの後、バリデーションの前
に呼ばれます; それはバリデーションのために逆シリアライズされた値を用意
します。複数 url 値に省略可能のスキーマを追加すること、リッチテキストエディタ
から提供される html をフィルターすること、などが例として挙げられるでしょう。
preparer はシリアライズ中には呼ばれません。逆シリアライズ中にのみ呼ばれます。

スキーマノードの validator は逆シリアライズと prepare の後に呼ばれます;
それは、値が制約と一致することを確認します。そのようなバリデーションの
例は上記のスキーマの中に示されています:
validator=colander.Range(0, 200) 。バリデーションはスキーマノードの
シリアライズの後には呼ばれません。ノードの逆シリアライズの後にのみ
呼ばれます。

スキーマノードの default は、シリアライズ中に入力データの中に
スキーマノードに対する値が見つからない場合にシリアライズされる値を示します。
それは逆シリアライズ形式で表現されます。

スキーマノードの missing は、逆シリアライズ中に入力データの中に
スキーマノードに対する値が見つからない場合に、逆シリアライズされる値を
指定します。それは逆シリアライズ形式で表現されます。スキーマノードが
missing 値を持っていない場合、逆シリアライズされたデータ構造が
一致する値を含んでいなければ colander.Invalid 例外が上げられます。

スキーマノードの name は、複数のスキーマノードを互いに関連付けるため
に使用されます。さらに、タイトルが提供されない場合にはタイトルとしても
使用されます。

スキーマノードの title は、スキーマノードに関するメタデータです。
それは、スキーマノードに関連するフォームフィールド上部の legend に
表示されます。デフォルトでは、これは name の先頭を大文字にした文字列です。

スキーマノードの description は、スキーマノードに関するメタデータです。
field と関連するフォームコントロールの上にマウスカーソルを
合わせたときにツールチップとして表示されます。デフォルトでは空文字列です。

colander.MappingSchema, colander.TupleSchema [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.TupleSchema],
colander.SequenceSchema [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SequenceSchema] のクラスレベル属性として定義されている
スキーマノードの名前は、そのクラス属性の名前です。例えば:

	1
2
3
4
5
6

	import colander

class Phone(colander.MappingSchema):
    location = colander.SchemaNode(colander.String(),
                                   validator=colander.OneOf(['home','work']))
    number = colander.SchemaNode(colander.String())







上記のスキーマ中で location = colander.SchemaNode(..)
として定義されたスキーマノードの名前は location です。
同じスキーマノードのタイトルは Location です。




スキーマ・オブジェクト

上記の例を注意深く見ていれば、 colander.MappingSchema と
colander.SequenceSchema [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SequenceSchema] のサブクラスとしてクラスを定義している
ことに気がついたかもしれません。それは、 “It’s turtles all the way down”
です (訳注: 親亀の上に子亀、孫亀が無数に乗っている様子。
上から下まですべて同じものでできていること):
colander.MappingSchema, colander.TupleSchema [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.TupleSchema]
colander.SequenceSchema [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SequenceSchema] オブジェクトのいずれかのインスタンスを
生成した結果も、 colander.SchemaNode [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SchemaNode] オブジェクトになります。

colander.MappingSchema をインスタンス化すると、
type 値 colander.Mapping [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Mapping] を持つスキーマノードが生成されます。

colander.TupleSchema [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.TupleSchema] をインスタンス化すると、
type 値 colander.Tuple [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Tuple] を持つスキーマノードが生成されます。

colander.SequenceSchema [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SequenceSchema] をインスタンス化すると、
type 値 colander.Sequence [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Sequence] を持つスキーマノードが生成されます。




クラス構文を使わないスキーマの作成 (命令的)

class 構文を使わずにスキーマを作成する方法については、
http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/dev/basics.html#defining-a-schema-imperatively
を参照してください。

スキーマを作成するのに class 構文を使うか使わないかは、純粋に
スタイル上の意思決定です; class 構文を使わずにスキーマを作成した結果は
class 構文を使って作成した結果と同じです。






フォームのレンダリング

以前このようなスキーマを定義しました:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14

	import colander

class Person(colander.MappingSchema):
    name = colander.SchemaNode(colander.String())
    age = colander.SchemaNode(colander.Integer(),
                              validator=colander.Range(0, 200))

class People(colander.SequenceSchema):
    person = Person()

class Schema(colander.MappingSchema):
    people = People()

schema = Schema()







今度はこのスキーマを使ってフォームを生成して、レンダリングと
バリデーションをしてみましょう。


フォームオブジェクトの生成

フォームオブジェクトを生成するために、このようにします:

	1
2

	from deform import Form
myform = Form(schema, buttons=('submit',))







前の節で作成した schema オブジェクト (colander.MappingSchema
のインスタンス) を、 deform.Form クラスの最初の位置パラメータとして
使用しました; buttons キーワード引数の値として値 ('submit',)
を渡しました。これによって、フォームのレンダリング結果の下部に Submit
というラベルの付いた単一の submit 入力要素が差し込まれます。ここで
はボタン名を文字列のシーケンスとして渡すようにしましたが、
deform.Button クラスのインスタンスのシーケンスを渡すこともできます。
いずれかが許容されます。

deform.Form の最初の位置引数が mapping オブジェクト
(キーを値に写像する構造) を表わすスキーマノードでなければならないことに
注意してください。上記の例では、 (colander.MappingSchema
コンストラクタによって得られた) schema オブジェクトを
deform.Form コンストラクタに schema 引数として渡すことで
この制約を満たしました。

Deform の deform.Form インスタンスによって使用されるスキーマの
中に異なる種類のスキーマノードが存在することは可能ですが、フォーム
インスタンスはその schema パラメータの値としてシーケンス、タプルスキーマ、
文字列、整数などを表わすスキーマノードを扱うことができません; マッピングを
表わすスキーマノードだけが可能です。これは、典型的には
deform.Form コンストラクタに対して schema 引数として渡された
オブジェクトが、 colander.MappingSchema コンストラクタ (あるいは
等価な命令的なコマンド) を使用した結果として得られなければならないことを
意味します。




フォームのレンダリング

フォームオブジェクトを生成したら、 deform.Field.render() メソッド
を呼ぶことで、問題なくレンダリングすることができます:
deform.Form クラスは deform.Field クラスのサブクラスです。
したがって、このメソッドは deform.Form インスタンスでも利用可能です。

“add” フォーム (初期データのないフォーム) をレンダリングしたいなら、
deform.Field.render() を呼ぶ際に単に appstruct を省略します。

form = myform.render()





既にある既存のデータを持っている場合、フォームを使ってそのデータを編集したいと
思うでしょう (そのフォームは “add フォーム” に対して “edit フォーム” です)。
データはこんな感じになります:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10

	 appstruct = [
     {
         'name':'keith',
         'age':20,
         },
     {
         'name':'fred',
         'age':23,
         },
     ]







これを編集すべきデータとしてシリアライズされたフォームに含めるために、
そのデータを deform.Field.render() メソッドに渡してフォームを
レンダリングします:

form = myform.render(appstruct)





もし最後のところで、代わりに同じ appstruct を使用する edit フォームの
「読み取り専用」の異なるバリエーションをレンダリングしたければ、 readonly
フラグを True として deform.Field.render() メソッドに渡します。

form = myform.render(appstruct, readonly=True)





これはフォームコントロールのない未処理の (crude) フォームでページを
レンダリングします。そのため、このフォームを提示されたユーザは、フォームを
編集できません。

上記のいずれかの文が実行されれば、 form 変数は edit フォームをレンダリング
した HTML を含む Unicode オブジェクトになります (これはブラウザに対して
ページを返すのに便利です)。レンダリングの root タグは、このフォームを表わす
<form> タグ (あるいは少なくとも form タグを含む <div> タグ)
になります。したがって、それを使用するアプリケーションは、必要に応じて
HTML の <html> および <body> タグでそれをラップする必要があります。
HTML エスケープなしで “structure” として挿入される必要があるでしょう。




レンダリングされたフォームを返す

ここまでで、フォームをレンダリングする HTML が form という名前の
変数として手に入りました。しかし、ブラウザユーザに対して無事にそれを提供
できるようになる前に、 Deform による静的 asset が適切に解決されることを
確かめなければなりません。いくつかの Deform ウィジェット (少なくともサンプル
スキーマの中で1つ使われています) は、HTTPによって画像のような静的 asset
へのアクセスを要求します。

これらのウィジェットが適切に動作するためには、 deform パッケージ内の
static という名前のディレクトリ内のファイルが、フォーム自身を出力する
ページと同じホスト名およびポート番号に存在する URL に解決できるように
調整する必要があります。例えば、URL /static/css/form.css は
deform パッケージの static/css ディレクトリ内にある
form.css CSS ファイルを text/css コンテンツとして返す必要があり、
同様に /static/scripts/deform.js を text/javascript コンテンツ
として返す必要があります。これをどのように行うかは使用しているウェブ
フレームワークに依存します。 pyramid の命令的な設定の場合は、
以下のように行われます:

config = Configurator(...)
...
config.add_static_view('static', 'deform:static')
...





他のウェブフレームワークでは、静的ファイルを返すのに異なるメカニズムを
使用するでしょう。

deform パッケージの static ディレクトリにある JavaScript と
CSS ファイルと画像の中で、いくつかの重要なファイルは以下の通りです:


	static/scripts/jquery-1.4.2.min.js

	jQuery javascript ライブラリのローカルコピー。ウィジェットと他の
JavaScript ファイルによって使用されます。




	static/scripts/deform.js

	Deform フォームをレンダリングするすべてのテンプレートでロードしなければ
ならない JavaScript ライブラリ。




	static/css/form.css

	フォーム要素のレンダリングに関係する CSS 。



これらのライブラリそれぞれは、 Deform フォームをレンダリングするページの
<head> タグに含まれているはずです。例えば:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14

	<head>
  <title>
    Deform Demo Site
  </title>
  <!-- Meta Tags -->
  <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=utf-8" />
  <!-- CSS -->
  <link rel="stylesheet" href="/static/css/form.css" type="text/css" />
  <!-- JavaScript -->
  <script type="text/javascript"
          src="/static/scripts/jquery-1.4.2.min.js"></script>
  <script type="text/javascript"
          src="/static/scripts/deform.js"></script>
</head>







deform.Field.get_widget_resources() メソッドは、 static
ディレクトリからの相対パスでどのファイルが特定のフォームレンダリングに
よって必要とされるかを知るために使用することができます。
その結果、ページのレンダリングに必要なものだけを含めることができます。

JavaScript を使用するウィジェットが適切なイベントと振る舞いのバインディング
を行うために、 Deform フォームをレンダリングする HTML ページで
JavaScript 関数 deform.load() を (通常はページの最後の方で
<script..>deform.load()</script> のようにして script タグの中で)
必ず 呼び出す必要があります。この関数が呼ばれなければ、 JavaScript を
使用する内蔵のウィジェットは正常に機能しません。例えば、レンダリング
されたページの body 内の最後の方に、これがインクルードされます:

	1
2
3

	<script type="text/javascript">
   deform.load()
</script>







上記のように、 head はさらに Content-Type http-equiv に
utf-8 charset を指定する <meta> タグを含む必要があります。
これは、ほとんどのシステムのための良識的な設定です。






フォーム送信のバリデーション

フォームが表示され、ユーザがある程度の時間をかけて (chew a bit) 入力を
終えたら、ユーザはやがてフォームを送信するでしょう。フォームが送信された
時に、フォームバリデーションを扱うために使用されるロジックはいくつかの
ことをしなければなりません:


	submit ボタンがクリックされたことを検知する。




	フォーム POST データから form controls のリストを得る。




	フォームコントロールのリストと共に deform.Form.validate() メソッド
を呼び出す。




	バリデーションエラーがあった場合、 deform.ValidationFailure
例外を捕捉して、再度フォームをレンダリングする。



例えば、上記のタスクのために WebOb API を使い、以前に作成した
form オブジェクトを使うと、そのようなダンスはこんな感じになります:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11

	if 'submit' in request.POST: # detect that the submit button was clicked

    controls = request.POST.items() # get the form controls

    try:
        appstruct = myform.validate(controls)  # call validate
    except ValidationFailure, e: # catch the exception
        return {'form':e.render()} # re-render the form with an exception

    # the form submission succeeded, we have the data
    return {'form':None, 'appstruct':appstruct}







上記の一連の文は Deform を使用するすべてのウェブアプリが行わなければ
ならない種類のロジックです。バリデーション段階で失敗しなければ、フォーム
からシリアライズされたデータで appstruct という名前の変数が作られ、
アプリケーションの中で使用できるようになります。そうでなければ、フォーム
は再度レンダリングされます。

デフォルトでは、あるフォームの送信ボタンがクリックされた時に、その
フォームと同じ URL に post リクエストが送られることに注意してください。
これは deform.Form コンストラクタに異なる action を渡す
ことで変更できます。




動作中のデモ

この章のスキーマに従う “add フォーム” が実際に動作している状態を見るため、
http://deformdemo.repoze.org/sequence_of_mappings/
を訪れてください。

この章のスキーマに従う “読み取り専用 edit フォーム” が実際に動作している
状態を見るため、
http://deformdemo.repoze.org/readonly_sequence_of_mappings/
を訪れてください。

http://deformdemo.repoze.org にあるアプリケーションは、Deform の
ほとんどの特徴をデモする pyramid アプリケーションです。Deform を
使用するアプリケーション内で使用することのできるほとんどのウィジェットと
データ型を含んでいます。
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リテール・フォームレンダリング

前章では、 input フィールドやボタンなどを含む完全なフォームをレンダリング
するために Deform を使用する方法をデモンストレーションしました。そこでは
deform.Field.render() メソッドを使用し、その結果として生じる
HTML 断片をアプリケーションのより大きな HTML ページに埋め込みました。
これは、ページにフォームを置くための効率的で迅速な方法ですが、
フォーム HTML をレンダリングする方法に関してよりきめの細かい制御が必要
になることもあります。例えば、フォーム要素がページに水平に配置される
ようにする必要があるかもしれません。あるいは Deform フォームのデフォルトの
レンダリングによって使用されているフォームスタイルとは根本的に異なる
フォームスタイルを必要とするかもしれません。多くの場合、 Deform をわずかに
異なるやり方で使用する方が簡単です。その場合、テンプレート内で
フォームを表示するために自分でより多くの仕事をします。そして Deform の機能
のうちのいくつかだけを使用します。私たちはこれを「リテール・フォーム
レンダリング」と呼びます (訳注: retail は「小売」の意味)。


Note

これは Deform 0.9.6 からの新機能です。




基本的な例

ここで使うスキーマとフォームオブジェクトです:

	1
2
3
4
5
6
7
8
9

	import colander

class Person(colander.MappingSchema):
    name = colander.SchemaNode(colander.String())
    age = colander.SchemaNode(colander.Integer(),
                              validator=colander.Range(0, 200))

schema = Person()
form = deform.Form(schema, resource_registry=resource_registry)







スキーマを form 値としてテンプレートに渡します。これをするのに
どんな種類のテンプレートシステムを使用するかは重要ではありませんが、
この例では ZPT を使用します。以下では、名前 form は、たった今生成した
フォームを指しています:

<div class="row"
     tal:repeat="field form">
    <div class="span2">
        ${structure:field.title}
        <span class="req" tal:condition="field.required">*</span>
    </div>
    <div class="span2">
        ${structure:field.serialize()}
    </div>
    <ul tal:condition="field.error">
        <li tal:repeat="error field.error.messages()">
            ${structure:error}
        </li>
    </ul>
</div>





上記のテンプレートは、フォームのフィールドをイテレートして、
タイトルを表示するために各フィールドの属性を使用します。

すべてのフィールドをイテレートする代わりに、名前の付いたフォームフィールドを
取得するためにフォームの __getitem__ メソッドを使用することができます。
例えば:

<div tal:define="field form['name']">
    <div class="span2">
        ${structure:field.title}
        <span class="req" tal:condition="field.required">*</span>
    </div>
    <div class="span2">
        ${structure:field.serialize()}
    </div>
    <ul tal:condition="field.error">
        <li tal:repeat="error field.error.messages()">
            ${structure:error}
        </li>
    </ul>
</div>





ウィジェットを表示するために Deform フィールド API をいくらでも使用できます。
上記の例は deform.Field.serialize() メソッドを使用します。
それは Deform にフィールド HTML を表示させる簡単な方法ですが、
もしそうしたければ、代わりに自分自身でそれを表示して、(もしあれば) その
バリデーションエラーのためだけにフィールド・オブジェクトを頼ることができます。
serialize メソッドが、 Deform ウィジェットテンプレートにトップレベルの
引数として渡される任意のキーワード引数を受け取ることに注意してください。
したがって、完全に手動でやることなく特定のウィジェットがレンダリングされる
方法を変更する必要があれば、既存のウィジェットテンプレートを見て、
あなたの要求が期待されているものかどうか確かめると良いでしょう。

このフォームの POST ハンドラの中で、前章で行ったのと同様のことをします。
ただし、バリデーションが失敗した場合は単に同じフォームオブジェクトで再度
テンプレートをレンダリングします。

controls = request.POST.items() # get the form controls

try:
    appstruct = form.validate(controls)  # call validate
except ValidationFailure, e: # catch the exception
     # .. rerender the form .. its field's .error attributes
     # will be set





さらに、 “edit フォーム” を作成する deform.Form コンストラクタに
appstruct 引数を渡すことも可能です。フォーム/フィールドオブジェクトは、
生成される時にこの appstruct で (再帰的に) 初期化されます。これは、
form.cstruct へのアクセスが現在のレンダリング値のセットを返すだろう
ということを意味します。この値はバリデーション中にリセットされます。
したがって、バリデーションが終わった後で、バリデーションエラーを示すために
再度フォームをレンダリングすることができます。

既存の Deform ウィジェットはすべて「リテールモード」 API を使用して構築
されていることに注意してください。したがって、例が必要ならそれらの
テンプレートを見ることができます。

リテールフォームレンダリングにおいて役立つかもしれないその他のメソッドは
次の通りです:


	deform.Field.__contains__()

	deform.Field.start_mapping()

	deform.Field.end_mapping()

	deform.Field.start_sequence()

	deform.Field.end_sequence()

	deform.Field.start_rename()

	deform.Field.end_rename()

	deform.Field.set_appstruct()

	deform.Field.set_pstruct()

	deform.Field.render_template()

	deform.Field.validate_pstruct() (と deform.Field.validate()
に対する subcontrol 引数)
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よくあるニーズ

この章では、 Deform を実世界のアプリケーションで使用したときに
しばしば必要となる要件の解決策を収集します。


フィールドに関連付けられたデフォルトウィジェットの変更

おなじみのスキーマを改めて見てみましょう:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14

	import colander

class Person(colander.MappingSchema):
    name = colander.SchemaNode(colander.String())
    age = colander.SchemaNode(colander.Integer(),
                              validator=colander.Range(0, 200))

class People(colander.SequenceSchema):
    person = Person()

class Schema(colander.MappingSchema):
    people = People()

schema = Schema()







このスキーマは mapping オブジェクトの sequence としてレンダリングします。
それぞれの mapping は string と integer の 2つの葉節点を持っています。
http://deformdemo.repoze.org/sequence_of_mappings/
にあるデモを試せば、それぞれのフィールドに対して実際には特定の種類の
ウィジェットを指定していなくても、それに相応しいデフォルトのウィジェットが
使用されることに気がつくでしょう。これは Colander のそれぞれの
デフォルト型に該当します。デフォルトでそれがどのようにマッピングされるかを
以下に示します。以下のリストの中で、見出しのスキーマ型はその直下の
ウィジェットをデフォルトで使用します。


	colander.Mapping [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Mapping]

	deform.widget.MappingWidget

	colander.Sequence [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Sequence]

	deform.widget.SequenceWidget

	colander.String [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.String]

	deform.widget.TextInputWidget

	colander.Integer [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Integer]

	deform.widget.TextInputWidget

	colander.Float [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Float]

	deform.widget.TextInputWidget

	colander.Decimal [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Decimal]

	deform.widget.TextInputWidget

	colander.Boolean [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Boolean]

	deform.widget.CheckboxWidget

	colander.Date [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Date]

	deform.widget.DateInputWidget

	colander.DateTime [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.DateTime]

	deform.widget.DateTimeInputWidget

	colander.Tuple [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Tuple]

	deform.widget.Widget




Note

すべてのウィジェットが任意のスキーマ型と共に使用できるわけではありません;
各ウィジェットのドキュメンテーションには通常、そのウィジェットに対して
どんな型が使用できるかが示されています。 Deform が提供する既存の
ウィジェットの中に適当なものがなければ、カスタムウィジェットを使用
することができます。カスタムウィジェットを書くことについて、詳細は
独自ウィジェットを書く を参照してください。



このリストに載っていない型を含むスキーマを作成している場合や、
特定のフィールドに対して異なるウィジェットを使用したい場合、あるいは
型に関連付けられたデフォルトウィジェットの設定を変更したい場合、
「手作業で」ウィジェットにフィールドを関連付ける必要があります。
以下の節で概説されるように、それには多くの方法があります。


colander.SchemaNode [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SchemaNode] コンストラクタに対する引数として

Deform 0.8 から、スキーマの一部としてウィジェットを指定することが
できるようになりました:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

	import colander

from deform import Form
from deform.widget import TextInputWidget

class Person(colander.MappingSchema):
    name = colander.SchemaNode(colander.String(),
                               widget=TextAreaWidget())
    age = colander.SchemaNode(colander.Integer(),
                              validator=colander.Range(0, 200))

class People(colander.SequenceSchema):
    person = Person()

class Schema(colander.MappingSchema):
    people = People()

schema = Schema()

myform = Form(schema, buttons=('submit',))







上記の例で Person クラスの name スキーマノードに widget 引数を
渡していることに注意してください。スキーマが widget 引数を持つ
スキーマノードを含む場合、 Deform によってスキーマがレンダリングされる際に
ノードのコンストラクタで指定されたウィジェットが、そのノードのフォーム
レンダリングに関連付けられたウィジェットとして使用されます。この場合、
name ウィジェットとして deform.widget.TextAreaWidget が
使用されます。


Note

スキーマの中で行われたウィジェットの関連付けは、
deform.Field.__setitem__() と deform.Field.set_widgets()
による明示的なウィジェットの割り当てによっていつでもオーバーライド
されます。






ウィジェットを変更するために辞書アクセスを用いる

deform.Form コンストラクタがスキーマとともに呼び出された後で
特定のフィールドに対して使用されるウィジェットを変更することができます。
それには、問題となるフィールドに到達する辞書アクセスを用います。
deform.Form は単に deform.Field の異なる種類です。
したがって、そのメソッドはどちらの種類のオブジェクトに対しても使えます。
例えば:

	1
2
3
4
5

	from deform import Form
from deform.widget import TextInputWidget

myform = Form(schema, buttons=('submit',))
myform['people']['person']['name'].widget = TextInputWidget(size=10)







これは、レンダリングされたフォームの中で name という名前の
String [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.String] フィールドを、明示的に生成された
TextInputWidget と関連付けます。
関連付けは、フィールドの構造にしたがって一連の __getitem__ 呼び出しを
行って name フィールドを見つけ、その後 name フィールドに明示的な
widget 属性を設定することで行われます。

これによって、明示的なウィジェット生成に size 引数を渡して
name 入力フィールドのサイズをデフォルトではなく 10em になるように
することができます。

上記の例において name フィールドをデフォルトと同じ型のウィジェットに
関連付けましたが、同じパターンを使用して、簡単に name フィールドを
まったく異なるウィジェットと関連付けることができます。例えば:

	1
2
3
4
5

	from deform import Form
from deform.widget import TextInputWidget

myform = Form(schema, buttons=('submit',))
myform['people']['person']['name'].widget = TextAreaWidget()







上記は name フィールドに対して input type=text フィールドの
代わりに HTML textarea 入力要素をレンダリングします。これは、おそらく
name という名前のフィールドに対してはあまり意味がないでしょう
(名前は通常は複数行の段落ではありません); しかし、それは、どのようにして
異なるウィジェットを同じフィールドに対して使用することができるかの具体例を
示します。




deform.Field.set_widgets() メソッドを用いる

同様に、フォームの複数のフィールドに複数のウィジェットを関連付けるために
deform.Field.set_widgets() メソッドを使用することができます。
例えば:

	1
2
3
4
5
6

	from deform import Form
from deform.widget import TextInputWidget

myform = Form(schema, buttons=('submit',))
myform.set_widgets({'people.person.name':TextAreaWidget(),
                    'people.person.age':TextAreaWidget()})







deform.Field.set_widgets() に渡された辞書のそれぞれのキーは、
単一のフィールド要素に解決される “dotted name” です。辞書のそれぞれの値は
ウィジェットのインスタンスです。キー名として “アスタリスク” (*) 文字と
空文字列が関係する特殊なケースを含めて、このメソッドと dotted name の解決に
関する詳細は deform.Field.set_widgets() を参照してください。






テキスト入力マスクの使用

deform.widget.TextInputWidget と
deform.widget.CheckedInputWidget ウィジェットでは、固定長の
テキスト入力マスクが使えます。テキスト入力マスクを使用することによって、
テキストフィールド入力にプレースホルダーテキストが置かれ、テキスト
フィールドに入力される文字の種類と長さが制限されます。

例えば:

form['ssn'].widget = TextInputWidget(mask='999-99-9999')





テキスト入力マスクを使う場合:

a はアルファベット文字を表します (A-Z,a-z)

9 は数字を表します (0-9)

* は英数字を表します (A-Z,a-z,0-9)

マスクに含まれる他のすべての文字は、マスクリテラルとみなされます。

デフォルトで、フィールド内の非リテラル文字のためのプレースホルダー
テキストは _ (アンダースコア文字) になります。与えられた入力フィールド
に対してこれを変更するには、 TextInputWidget の mask_placeholder 引数
を使用してください:

form['date'].widget = TextInputWidget(mask='99/99/9999',
                                      mask_placeholder="-")





マスクの例:


	日付

	99/99/9999

	アメリカの電話番号

	(999) 999-9999

	アメリカの社会保障番号 (SSN)

	999-99-9999



このオプションが使用される場合、マスク引数が効果を持つために、フォームを
返すページに jquery.maskedinput ライブラリをロードしなければ
なりません。このライブラリのコピーは deform パッケージ自体の
static/scripts ディレクトリにあります。

http://deformdemo.repoze.org/text_input_masks/
で動作する例を見てください。

テキスト入力マスクを使用することは、フィールドに対するサーバーサイドの
バリデーションの代わりにはなりません; それは純粋に UI アフォーダンスです。
入力時にデータをチェックしなければならない場合、関連するスキーマノードに
validator を取り付ける必要があります。




AutocompleteInputWidget の使用

deform.widget.AutocompleteInputWidget ウィジェットは、提供された
選択肢からのクライアントサイドでのテキスト入力フィールドの自動補完を
可能にします。 deform.widget.AutocompleteInputWidget ウィジェット
を利用するためには、 必ず このウィジェットがレンダリングされるページで
jQuery と jQuery UI プラグインを有効にしなければなりません。

便宜上 jQuery UI のバージョン (autocomplete サブライブラリを含む) が
deform の静的ディレクトリに含まれています。さらに、セレクション
ボックスのための jQuery UI スタイルも deform static ディレクトリ
に含まれています。インクルードされたライブラリをアプリケーションから
利用することについての詳細は、 レンダリングされたフォームを返す と
(高レベル) deform.Field.get_widget_resources() メソッド を参照してください。

deform.widget.AutocompleteInputWidget を使う非常に簡単な例は
次の通りです:

form['frozznobs'].widget = AutocompleteInputWidget(
                             values=['spam', 'eggs', 'bar', 'baz'])





values にはリストの代わりに URL を渡すことができます:

form['frobsnozz'].widget = AutocompleteInputWidget(
                             values='http://example.com/someapi')





上記の例で url がアプリケーションとは異なるホスト上にある場合、その
呼び出しは JSON 互換フォーマットあるいは JSONP 互換のレスポンスで結果を
返す必要があります。これらの構造のいずれかのようなものは JSON 形式として
適切です:

//Items are used as both value and label
['item-one', 'item-two', 'item-three']

//Separate values and labels
[
    {'value': 'item-one', 'label': 'Item One'},
    {'value': 'item-two', 'label': 'Item Two'},
    {'value': 'item-three', 'label': 'Item Three'}
]



autocomplete プラグインは、リクエスト URL に対するクエリ文字列に変数
term を追加します。それはその時点でのユーザの入力を含んでいます。
サーバは、返される結果をフィルターするためにこれを使用することができます。

詳細は、 http://api.jqueryui.com/autocomplete/#option-source - 特に
source オプションに対する String 型に関する節を参照してください。

jquery.autocomplete プラグインに対するいくつかのオプションは
マッピングされ、ウィジェットに渡すことができます。利用可能なオプションに
関する詳細については、 deform.widget.AutocompleteInputWidget を
参照してください。オプションの渡し方はこのようになります:

form['nobsfrozz'].widget = AutocompleteInputWidget(
                             values=['spam, 'eggs', 'bar', 'baz'],
                             min_length=1)





動作例については http://deformdemo.repoze.org/autocomplete_input/ と
http://deformdemo.repoze.org/autocomplete_remote_input/ を参照
してください。補完データを提供する外部 URL の動作例は
http://deformdemo.repoze.org/autocomplete_input_values/ で見つける
ことができます。

deform.widget.AutocompleteInputWidget を使用することは、
フィールドに対するサーバーサイドのバリデーションの代わりにはなりません;
それは純粋に UI アフォーダンスです。入力時にデータをチェックしなければ
ならない場合、関連するスキーマノードに validator を取り付ける
必要があります。




新しいスキーマ型の作成

場合によっては Colander によって提供されるデフォルトのスキーマ型が
アプリケーションのすべての構造をモデル化するのには不十分なことがあるかも
しれません。

これが問題になる場合は、 Defining a New Type [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/extending.html#defining-a-new-type] の
Colander ドキュメンテーションを参照してください。
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Deform コンポーネント

Deform を扱う開発者は、少数の基本的な型のオブジェクトとそれぞれの関係を
理解する必要があります。それらの型は次の通りです:


	スキーマノード

	フィールドオブジェクト

	ウィジェット




ウィジェット、フィールド、スキーマ・オブジェクトの関係

ウィジェット、フィールド、スキーマノード・オブジェクトの関係は以下の
通りです:


	スキーマは開発者によって作成されます。
それは schema node オブジェクトのコレクションです。




	deform.Form コンストラクタに root スキーマノードが渡された場合、
その結果は field オブジェクトになります。開発者によって再帰的に
定義されたスキーマの各ノードについて、対応する field が生成されます。




	結果として生じるフィールド木構造の中のそれぞれのフィールドは、
デフォルトのウィジェット型を持っています。フィールドオブジェクトの
widget 属性が開発者によって直接セットされない場合、
field.widget が最初に要求されたときに、デフォルトウィジェット型の
インスタンスを生成するためにプロパティが使用されます。各スキーマ型には
良識的なデフォルトが典型的に存在します; 良識的なデフォルトを見つける
ことができない場合、:class:deform.widget.TextInputWidget ウィジェットが
使用されます。




Note

Colander ドキュメンテーション [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/dev/] は Deform
開発者にとって有用なリソースです。特に schema がどのように
生成され、使用されるかの詳しい説明があります。Deform スキーマは
Colander スキーマです。それらがどのように働くかについての Colander
ドキュメンテーションは、同様に Deform スキーマを作成する場合にも
当てはまります。



ウィジェットは複数の schema node 型オブジェクトと関係があります。
例えば、抽象的な “TextInputWidget” は、その型として
colander.String [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.String] を持つスキーマノードと関連するテキストデータを
テキスト入力コントロールにシリアライズさせることに責任を持つかもしれません。
その一方で、抽象的な “MappingWidget” は colander.Mapping [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Mapping]
オブジェクトをコントロールのシーケンスにシリアライズさせることに責任を
持つかもしれません。両方の場合で、シリアライズされるデータ型は、
ウィジェットが関連付けられているスキーマノード型と関係があります。

ウィジェットは field オブジェクトを通してスキーマノードと関係を
持っています。 field オブジェクトはウィジェットと schema
node の両方への参照を持っています。これらの関係を図にすると、このように
なります:

フィールド・オブジェクト (``field``)
     |
     |
     |----- ウィジェット・オブジェクト  (``field.widget``)
     |
     |
     \----- スキーマノード・オブジェクト (``field.schema``)
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シリアライズと逆シリアライズ

シリアライズは、アプリケーションデータをフォームレンダリングに変換する
行為です。逆シリアライズは、フォーム送信に起因するデータをアプリケーション
データに変換する行為です。


シリアライズ

シリアライズとは、 Deform に schema を与えてフォームをレンダリング
するように伝えたときに行われることです。その場合に起こることの高レベルの
概略は以下の通りです:


	アプリケーション開発者が提供した schema の中のそれぞれの
schema node について、 Deform が field を生成します。
これは、スキーマ中の各ノードに対して再帰的に起こります。その結果、
スキーマ中のノードを反映してフィールドの木構造が生成されます。




	前のステップの結果生成されたそれぞれのフィールド・オブジェクトは、
その関連するスキーマノードのことを知っています(field.schema 属性
を持っています); それぞれのフィールドはさらに、関連する
widget オブジェクトのことを知っています (field.widget 属性
を持っています)。このウィジェット・オブジェクトは、スキーマノード型に
基づいたデフォルトウィジェットかもしれません。あるいは、アプリケーション
開発者によって特定のレンダリングのためにオーバーライドされるかもしれません。




	Deform は cstruct を得るために appstruct を root
スキーマノードの serialize メソッドへ渡します。
root スキーマノードは、データ全体を単一の cstruct の中に
シリアライズするために、このプロセス中で子ノードを調べることに責任を
持ちます。




	HTML フォームレンダリングを生成するために、 Deform は得られた
cstruct を root ウィジェット・オブジェクトの serialize
メソッドへ渡します。 root ウィジェット・オブジェクトは、データ全体を
HTML フォームにシリアライズするためにこのプロセスの間子ノードを調べる
ことに責任を持ちます。



このプロセスの高レベルの概略図を作ろうとしたら、このようになるでしょう:

appstruct -> cstruct -> form
           |          |
           v          v
        schema      widget






Peppercorn 構造マーカー

デフォルトの deform ウィジェットの「シリアライズ」(フォームレンダリング) が
Peppercorn 構造マーカー を使用することがわかるでしょう。

Peppercorn は Deform によって使用されるライブラリです; それは Deform が
HTML フォーム送信中の form controls を名前から値へのフラットな
マッピングとして扱う代わりに ストリーム として扱えるようにします。
これを実現するため、 Peppercorn は構造を表示するために hidden フォーム
要素を使用します。

Peppercorn 構造マーカーは、開始トークンと終了トークンのペアとして現れます。
例えば、与えられたフォームレンダリングの中に以下のような部分があるかも
しれません:

	1
2
3
4
5
6
7
8
9

	  <html>
   ...
    <input type="hidden" name="__start__" value="date:mapping"/>
    <input name="day"/>
    <input name="month"/>
    <input name="year"/>
    <input type="hidden" name="__end__"/>
   ...
  </html>







上記の例は、 mapping の開始と終了の一組の peppercorn 構造マーカーの
例を示しています。この例では、逆シリアライズの間にスキーマ中の date
ノードと関係するウィジェットに対して複数の値を持った辞書である
pstruct が渡されるための手段としてそのペアが使用されます:
辞書にはキー day, month, year が含まれているでしょう。
また、その値は関連するフォームコントロールとやり取りした人によって
提供された値になるでしょう。

Peppercorn 構造マーカーの他の用途には次のものが含まれます: 「パスワード
確認」ウィジェットは、その中の2つのテキスト入力を持つ peppercorn マッピングを
レンダリングできます。「マッピングウィジェット」は fieldset の下部構造として
使うことができます。基本的に、 Peppercorn は逆シリアライズ中にデータを
フラットなマッピングからマッピング、シーケンスおよび文字列の集合に事前
変換することにより、フォーム送信データを扱いやすくします。

しかし、ウィジェットが何か手の込んだことをしようとせず、特定の
ウィジェットが単一のフォームコントロールと完全に等価な場合、
そのレンダリング中に Peppercorn 構造マーカーを使用する必要は
まったくありません。


Note

HTML 中で peppercorn 構造マーカーを使用することについての詳細は、
Peppercorn ドキュメンテーション [http://docs.pylonsproject.org/projects/peppercorn/dev/]
を見てください。








逆シリアライズ

「逆シリアライズ」 (フォーム送信の結果得られたフォームコントロール
データをアプリケーションデータに変換すること) が、どのように働くかの
高レベルの概略:


	アプリケーション開発者が提供した schema の中の各
schema node について、 Deform が field を作成します。
これはスキーマ内のそれぞれのノードに対して再帰的に起こります。その結果、
スキーマ内のノードを反映してフィールドの木構造が作成されます。




	前のステップの結果として生成されたそれぞれのフィールド・オブジェクトは、
関連するスキーマノードのことを知っています (field.schema 属性を
持っています); また、それぞれのフィールドは関連する widget
オブジェクトのことを知っています (field.widget 属性を持っています) 。
このウィジェット・オブジェクトは、スキーマノード型に基づいたデフォルト
ウィジェットかもしれません。あるいは、アプリケーション開発者によって
特定のレンダリングのためにオーバーライドされるかもしれません。




	Deform は pstruct を得るために form controls のセットを
Peppercorn の parse メソッドに渡します。




	Deform は cstruct を生成するために、得られた
pstruct を root ウィジェットノードの deserialize メソッドに
渡します。




	Deform は appstruct を生成するために、得られた
cstruct を root スキーマノードの deserialize メソッドに
渡します。これはバリデーションエラーを生じるかもしれません。
バリデーションエラーが起きた場合、適当な場所にエラーマーカーが挿入
されたフォームがレンダリングされます。



このプロセスの高レベルの概略図を作ろうとしたら、このようになるでしょう:

formcontrols -> pstruct -> cstruct -> appstruct
             |          |          |
             v          v          v
         peppercorn   widget    schema





ユーザが任意の Deform フォーム上で submit ボタンを押した場合、 Deform
それ自身は結果として生じる form controls を
peppercorn.parse メソッドに渡します。これはフォームデータをマッピングに
変換します。フォームデータ中の 構造マーカー は、マッピングの内部構造
を示します。

例えば、送信されたフォームが次のデータを持っている場合:

	1
2
3
4
5
6
7
8
9

	  <html>
   ...
    <input type="hidden" name="__start__" value="date:mapping"/>
    <input name="day"/>
    <input name="month"/>
    <input name="year"/>
    <input type="hidden" name="__end__"/>
   ...
  </html>







pstruct マッピングの root に date キーがあり、 day, month,
year の 3つのキーが含まれているでしょう:


Note

peppercorn.parse メソッドの結果と、それがフォームコントロールデータと
どのように関係するかについての詳細は、 Peppercorn ドキュメンテーション [http://docs.pylonsproject.org/projects/peppercorn/dev/] を参照して
ください。



ブラウザの最も「近くにある」コード片は「ウィジェット」と呼ばれます。
ウィジェットの作成に関する章はこのドキュメンテーションの
独自ウィジェットを書く に存在しています。

ウィジェットは deserialize メソッドを持っています。 deserialize
メソッドには、ある構造 (pstruct) が渡されます。これは
「 Peppercorn 構造」の省略形です。 pstruct は文字列か、
マッピングか、シーケンスかもしれません。それはフォームコントロールデータ
に対するスキーマノードと関係する peppercorn.parse の出力に依存します。

ウィジェットの deserialize メソッドの仕事は、受け取った pstruct を
cstruct に変換することです。 cstruct は「 Colander 構造」
の省略形です。多くの場合それは文字列、マッピングあるいはシーケンスです。

アプリケーションは、いつかはモデルインスタンスや datetime オブジェクト
のような文字列ほど原始的でない型を扱いたいと思うでしょう。
appstruct は、 Deform を使用するアプリケーションが最終的に扱いたい
データです。したがって、ウィジェットが一旦 pstruct を
cstruct に変換したら、そのウィジェットに関連付けられた
schema node が cstruct を appstruct に変換することに責任を
持ちます。スキーマノードはそれ自身の deserialize メソッドを持っています。
それは cstruct を受け取って appstruct を返すことに責任を
持ちます。


逆シリアライズ中にエラーを送出する

ウィジェットが逆シリアライズ 中に pstruct 値を cstruct 値に正常に変換
できないと判断した場合、 colander.Invalid 例外が送出されます。

それが例外を送出する場合、フィールド・オブジェクトを他のデータを保持
するための「メモ帳」として使うことができますが、それは value 属性を
例外コンストラクタへ渡さなければなりません。例えば:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

	 import colander

 def serialize(self, field, cstruct, readonly=False):
     if cstruct is colander.null:
         cstruct = ''
     confirm = getattr(field, 'confirm', '')
     template = readonly and self.readonly_template or self.template
     return field.renderer(template, field=field, cstruct=cstruct,
                           confirm=confirm, subject=self.subject,
                           confirm_subject=self.confirm_subject,
                           )

 def deserialize(self, field, pstruct):
     if pstruct is colander.null:
         return colander.null
     value = pstruct.get('value') or ''
     confirm = pstruct.get('confirm') or ''
     field.confirm = confirm
     if value != confirm:
         raise Invalid(field.schema, self.mismatch_message, value)
     return value







このウィジェットに関連したスキーマ型は、その cstruct として単一の文字列
を期待しています。逆シリアライズ中に value != confirm の場合、例外
コンストラクタに渡された value はフォームがエラーマーカー付きで
再レンダリングされるときに cstruct 値として使用されます。フォームが
再レンダリングされるときにフィールド値から confirm 値が取られます。






Say What?

Q: 「要するに deform colandar peppercorn はかなり絡み合っている
(intertwingle) ってこと?」

A: 「 Colander と Peppercorn は無関係です; Deform は事実上 colander と
peppercorn を統合するものです」
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テンプレート

フォームレンダリングの見た目をカスタマイズしやすくするために、
Chameleon テンプレートのセットが deform の中に存在する
デフォルトウィジェットセットによって使用されます。


デフォルトテンプレートをオーバーライドする

デフォルトウィジェットは deform パッケージの templates
ディレクトリにあるテンプレートを使用します。 Chameleon テンプレート
システムを使用することに満足していて、これらのテンプレートのうちの
いくつかだけをオーバーライドする必要がある場合、自分のテンプレート
ディレクトリを作成して、カスタマイズしたいテンプレートをそこにコピー
することができます。そして、新しいテンプレートディレクトリをすべての
フォームで使用するように設定するか、あるいは下記に述べられているように
特定のフォームだけで使用することができます。

適切な API ドキュメンテーションのために deform.ZPTRendererFactory
クラスおよび deform.Field クラスの renderer 引数を見てください。


すべてのフォームでオーバーライドする

テンプレートを全体的にオーバーライドするには、デフォルト ZPT レンダラー
に関連した設定を変更する deform.Field.set_zpt_renderer()
クラスメソッドを使用してください:

from pkg_resources import resource_filename
from deform import Form

deform_templates = resource_filename('deform', 'templates')
search_path = ('/path/to/my/templates', deform_templates)

Form.set_zpt_renderer(search_path)





これによって、フォームがレンダリングされる場合は常に
/path/to/my/templates にあるテンプレートがデフォルトテンプレート
より優先して使用されるようになります。検索パスには任意の数のテンプレート
ディレクトリを入れることができます。それらは順に検索されて、最初に
見つかったテンプレートが使われます。




特定のフォームでオーバーライドする

特定のフォームだけで、あるいはフォームの特定のレンダリングだけで
使用されるテンプレートを変更したい場合は、 deform.Form
コンストラクタに renderer 引数を渡すことができます、例えば:

from deform import ZPTRendererFactory
from deform import Form
from pkg_resources import resource_filename

deform_templates = resource_filename('deform', 'templates')
search_path = ('/path/to/my/templates', deform_templates)
renderer = ZPTRendererFactory(search_path)

form = Form(someschema, renderer=renderer)





上記のフォームがレンダリングされる時に、 /path/to/my/templates に
あるテンプレートがデフォルトテンプレートより優先して使用されます。
検索パスには任意の数のテンプレートディレクトリを入れることができます。
それらは順に検索されて、最初に見つかったテンプレートが使われます。






別のテンプレートシステムを使う

renderer は、 deform の各ウィジェット実装によってテンプレートの
セットから HTML をレンダリングするために使用されます。デフォルトでは、
デフォルト Deform ウィジェットのそれぞれは Chameleon ZPT テンプレート
言語で書かれたテンプレートを使用します。ウィジェットで異なるテンプレート
システムを使用したければ、それは可能です。そのためには次のことが必要です:


	好みのテンプレートシステムを使用する代替レンダラーを書く。




	任意で、既存のすべての Deform テンプレートを選択したテンプレート言語
に変換する。これは、 Deform の一部として付属しているウィジェットを
使用することを選んだ場合にのみ必要です。




	deform.Form クラスのデフォルトレンダラーをセットする。




レンダラーを作成する

レンダラーは、単に1つの位置引数 (テンプレート名) とキーワード引数を
受け取る callable です。レンダラーが受け取るキーワード引数は任意で、
ウィジェット毎に異なります。しかし、キーワードは通常 field
(field オブジェクト) と cstruct (テンプレート自身によって
レンダリングしなければならない、フィールドと関係するデータ構造) を
含んでいます。

これは、 Mako テンプレートエンジンを使用する (素朴な) レンダラーの例です:

	1
2
3
4
5

	from mako.template import Template

def mako_renderer(tmpl_name, **kw):
    template = Template(filename='/template_dir/%s.mak' % tmpl_name)
    return template.render(**kw)








Note

より頑健な実装では、なんらかのキャッシュを行うテンプレートローダーを
使用したり、テンプレートディレクトリが設定可能になっていたりする
かもしれません。



作成した mako_renderer 関数が、実際は渡された tmpl_name に
.mak 拡張子を追加していることに注意してください。これは、異なる
テンプレートシステムをレンダラーとして使用することができるように、
Deform が拡張子のないテンプレート名を渡すからです。

mako_renderer レンダラーは、すでにテンプレートを作り始めることが
できる状態になっています。




デフォルトの Deform テンプレートを変換する

deform パッケージには templates という名前のディレクトリが
含まれています。 ソースリポジトリのブラウジング [https://github.com/Pylons/deform/tree/master/deform/templates] によって、
このディレクトリの現在の trunk の内容を見ることができます。このディレクトリと
サブディレクトリの中にあるファイルはどれも、デフォルト Deform ウィジェットに
よって使用される Chameleon ZPT テンプレートです。

例えば textinput.pt ZPT テンプレートはこのようになります (それは
deform.widget.TextInputWidget ウィジェットによって使用され、
テキスト入力コントロールをレンダリングします):

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

	<span tal:define="name name|field.name;
                  size size|field.widget.size;
                  css_class css_class|field.widget.css_class;
                  oid oid|field.oid;
                  mask mask|field.widget.mask;
                  mask_placeholder mask_placeholder|field.widget.mask_placeholder;
                  style style|field.widget.style|None;
"
      tal:omit-tag="">
    <input type="text" name="${name}" value="${cstruct}" 
           tal:attributes="size size;
                           class css_class;
                           style style"
           id="${oid}"/>
    <script tal:condition="mask" type="text/javascript">
      deform.addCallback(
         '${oid}',
         function (oid) {
            $("#" + oid).mask("${mask}", 
                 {placeholder:"${mask_placeholder}"});
         });
    </script>
</span>







もし Mako レンダラーを作成していれば、このテンプレートの類似物を作成する
必要があるでしょう。それは textinput.mak と命名されるべきで、
このようになります:

	1
2
3
4
5

	<input type="text" name="${field.name}" value="${cstruct}"
% if field.widget.size:
size=${field.widget.size}
% endif
/>







テンプレートの本体が何であっても、結果として得られる textinput.mak は
Deform によって使われる他の Mako テンプレートファイルを格納するための
ディレクトリに置かれるべきです。 Deform の templates ディレクトリと
そのサブディレクトリに存在するテンプレートそれぞれを変換する必要が
あるでしょう。また、結果として得られるすべてのテンプレートを、ディレクトリ
構造も保持したままプライベートの mako templates ディレクトリに入れる
必要があるでしょう (例えば readonly ディレクトリがあるという事実を
保持しながらその内容を変換する)。




新しいレンダラーをデフォルトに設定する

新しいレンダラーを作成して既存のすべての Deform テンプレートに対応する
テンプレートを作成したら、そのレンダラーが Deform によって使用されるように
設定することができます。初期化コードに以下のようなコードを追加してください:

	1
2
3
4

	from mymakorenderer import mako_renderer

from deform import Form
Form.set_default_renderer(mako_renderer)







これで、 deform ウィジェットシステムは、デフォルトレンダラーとしてあなたの
レンダラーを使用するようになります。

deform.Field.set_default_renderer() を呼び出すと、それを起動した
同一プロセス内のすべての場所で、このレンダラーがデフォルトとして
使われるようになることに注意してください。これは潜在的に望ましくありません:
たとえば同じプロセスが Deform を使用する 2 つの異なるシステムを収容
しているといった理由で、同一プロセスで複数のレンダラーを使用する必要
があるかもしれません。この場合、 set_default_renderer メソッドを
使用する代わりに、アプリケーションが Form コンストラクタにレンダラーを
渡すように書くことができます:

	1
2
3
4
5
6

	from mymakorenderer import mako_renderer
from deform import Form

...
schema = SomeSchema()
form = Form(schema, renderer=mako_renderer)
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ウィジェット

ウィジェットは、以下を行うことを意図したコード片です:


	cstruct をフォームレンダリングにおける表示用の HTML に
シリアライズする




	フォーム送信から得られたデータ (pstruct) を
schema node による逆シリアライズに適したデータ構造
(cstruct) に逆シリアライズする




	バリデーションエラーを扱う



Deform は組み込みのウィジェットを多数同梱しています。組み込みのウィジェット
が予測していなかったことをしようとしているのでなければ、たいていは自作
のウィジェットは必要はありません。しかし、やりたいことが組み込みの
Deform ウィジェットだけでは実現できない場合、タスクにより適した新しい
ウィジェットを作成することで Deform を拡張することができます。


ウィジェットテンプレート

ウィジェットはテンプレートファイルを使用する必要はありませんが、
組み込みのウィジェットのそれぞれはテンプレートファイルを使用しています。
テンプレートは通常、デフォルトウィジェットの template と
readonly_template 属性によって割り当てられます; その後、それらの
属性はウィジェットの serialize メソッドの中で使用されます, ala:

	1
2
3
4
5

	 def serialize(self, field, cstruct, readonly=False):
     if cstruct in (null, None):
         cstruct = ''
     template = readonly and self.readonly_template or self.template
     return field.renderer(template, field=field, cstruct=cstruct)







deform.field.renderer() メソッドは、 (texinput のような)
論理的なテンプレート名を受け取り、active な Deform renderer を
使用してそれをレンダリングするメソッドです; デフォルトのレンダラーは
ZPT レンダラーです。それは、 deform パッケージ内にある
deform/templates ディレクトリ内のテンプレートを使用します。
ウィジェットテンプレートについての詳細は、 テンプレート を
参照してください。




ウィジェット Javascript

いくつかの組み込みの Deform ウィジェットは JavaScript を要求します。
組み込みの Deform ウィジェットが正常に機能するために JavaScript を読み込む
ことができるように、フォームを含むページはレンダリングされる際に
deform.load() JavaScript 関数を呼ばれなければなりません。

いくつかの組み込みの Deform ウィジェットには、ロードされたときにローカルの
input 要素を操作する JavaScript が含まれます。例えば、
deform.widget.AutocompleteInputWidget テンプレートはこのように
なります:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17

	 <span tal:omit-tag="">
     <input type="text"
            name="${field.name}"
            value="${cstruct}"
            tal:attributes="size field.widget.size;
                            class field.widget.css_class"
            id="${field.oid}"/>
     <script tal:condition="field.widget.values" type="text/javascript">
       deform.addCallback(
         '${field.oid}',
         function (oid) {
             $('#' + oid).autocomplete({source: ${values}});
             $('#' + oid).autocomplete("option", ${options});
         }
       );
     </script>
 </span>







field.oid は、 Deform が各フィールドウィジェットをレンダリング
する際に与える順序付き識別子を参照します。このウィジェットがレンダリング
されるときに実行されるスクリプトが deform.addCallback という名前の
関数を呼び出すこと、その関数には field.oid の値とコールバック関数が
それぞれ oid と callback として渡されることが分かるでしょう。
コールバック関数は、実行されると $('#' + oid) に対する
jQuery セレクタ結果の autocomplete メソッドを呼び出します。

上で定義されたコールバックは、以下の2つの状況で呼ばれます:


	ページが最初にロードされて deform.load() JavaScript 関数が呼ばれたとき。




	sequence が関係していて、シーケンス要素が追加されたとき。
これは deform.addSequenceItem() JavaScript 関数の呼び出しの
結果として起こります。



デフォルトの Deform ウィジェットが、レンダリングされたスクリプトの中で
単に直接 ${field.oid} を使用するのではなく deform.addCallback
を呼んでいる理由は、シーケンス要素の処理は既存のプロトタイプノードの
クローンを作ることによって完全にクライアント側で起こり、シーケンス要素が
追加できるようになる前にフィールドを構成する HTMLの すべての id 属性が
ユニークになるように変更しなければならないためです。 addCallback
による間接性は、プロトタイプノードの oid ではなく 修正された oid で
コールバックが実行されることを保証します。あなたのウィジェットが
シーケンスの一部として使用されることを意図している場合、同じように
しなければなりません。




ウィジェットの要求 (requirement) とリソース

いくつかのウィジェットは、 (CSS や Javascript ファイルのような)
外部リソースが適切に働くことを必要とします。 Deform は、特定のフォーム
レンダリングで どの リソースが必要とされるかを決定するための
メカニズムを提供します。それにより、アプリケーションはレンダリングされた
フォームを含むページの HEAD にそれらのリソースをインクルードすることが
できます。


(低レベル) deform.Field.get_widget_requirements() メソッド

ウィジェットとともにフォームが完全に実体化された後で、フォームオブジェクトに
対して deform.Field.get_widget_requirements() メソッドを呼び出すと、
2 要素のタプルのシーケンスが返されます。
deform.Field.get_widget_requirements() によって空でないシーケンス
が返される場合、それはフォームをレンダリングするページ上の何らかの
ウィジェットが適切に機能するために CSS あるいは JavaScript リソースを
ロードする必要があるということを意味します。

それぞれの2要素タプルの第1要素は 要求名 を表わします。
それは、1つ または複数 の Javascript あるいは CSS リソースへの論理的
な参照を表現しています。それぞれの2要素タプルの第2要素は要求バージョンです。
それは None かもしれません。その場合には、要求バージョンは無指定です。
要求バージョンが無指定の場合、リソースセットのデフォルトバージョンが選択
されます。

要求名/バージョンのペアは何らかのリソースの集合を示唆していますが、
それは URL ではなく、ファイル名やファイル名のプレフィックスでもありません。
deform.Field.get_widget_requirements() の呼び出し元は
返されたリソース名を 論理的な 参照として使用しなければなりません。
例えば、要求名が jquery でバージョン id が 1.4.2 の場合、
呼び出し元はページヘッダー内で jQuery ライブラリをロードする必要があると
解釈することができます  (例えばレンダリングされた HTML ページの HEAD タグ
内に HTML <script type="text/javascript"
src="http://deformdemo.repoze.org/static/scripts/jquery-1.4.2.min.js"></script>
を挿入することによって)。

ユーザはほぼ確実に、フォームレンダリングで要求される相対的なリソースパスの
完全に展開されたリストを得るために
deform.Field.get_widget_resources() API (次のセクションの中で説明
されます) を使用することを好むでしょう。しかし、カスタムな要求名から
リソースへのマッピングを resource registry (リソースレジストリ) の
助けなしで行う必要がある場合、 deform.Field.get_widget_requirements()
を使用することができます。

deform.Widget の requirements の説明も参照してください。




(高レベル) deform.Field.get_widget_resources() メソッド

フォームの要求をリソースの相対ファイル名に解決するメカニズムが
存在します: deform.Field.get_widget_resources() メソッドです。


Note

Deform はフレームワークについては関知しない (framework-agnostic) ので、
このメソッドはフォームを正しくレンダリングするのに必要なリソースパスを
単に呼び出し元に 報告 します。 Deform はページレンダリングに際して
報告した要求が満たされるように準備したりはしません (できません);
これらの要求を満たすことは、呼び出し元のコードの責任です。



deform.Field.get_widget_resources() メソッドは、 js と css
という2つのキーを持つ辞書を返します。辞書中の各キーと関係する値は
相対的な リソース名のリストです。それぞれのリソース名は、アプリケーション
の Deform リソースが含まれる静的ディレクトリ (通常 Deform パッケージ内部
の static ディレクトリのコピー) からの相対とみなされます。このメソッドを
引数なしで呼ぶと辞書を返します。この辞書は、現在のフォームによって要求
されるリソースを表すのと同じ形式です。このメソッドを要求のセット
(deform.Field.get_widget_requirements() メソッドによって返された値)
を伴って呼ぶと、渡された要求を解決しようとします。このメソッドは
以下のように使うことができます:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14

	import deform

form = deform.Form(someschema)
resources = form.get_widget_resources()
js_resources = resources['js']
css_resources = resources['css']
js_links = [ 'http://my.static.place/%s' % r for r in js_resources ]
css_links = [ 'http://my.static.place/%s' % r for r in css_resources ]
js_tags = ['<script type="text/javascript" src="%s"></script>' % link
           for link in js_links]
css_tags = ['<link rel="stylesheet" href="%s"/>' % link
           for link in css_links]
tags = js_tags + css_tags
return {'form':form.render(), 'tags':tags}







返り値をレンダリングするテンプレートは「タグ」の意味を理解する必要があります
(それは HEAD の中にタグをまとめて挿入するでしょう)。明らかに、
get_widget_resources の結果を使用して HEAD タグをレンダリングするための
他の戦略を工夫することができます。これは単なる例です。

deform.Field.get_widget_resources() は、リソースパスに
要求名をマッピングするために resource registry を使用
します。 deform.Field.get_widget_resources() が要求名を
解決できない場合、または提供された要求名の バージョン に関連付けられた
リソースのセットを見つけることができない場合、
ValueError [http://docs.python.org/dev/library/exceptions.html#ValueError] が送出されます。この例外が起こる場合、それはフォームに
関連付けられた resource registry が要求名やバージョンを
解決できないということを意味します。この場合、要求のことを知っている
リソースレジストリを明示的にフォームに関連付ける必要があるでしょう。
例えば:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16

	registry = deform.widget.ResourceRegistry()
registry.set_js_resources('requirement', 'ver', 'bar.js', 'baz.js')
registry.set_css_resources('requirement', 'ver', 'foo.css', 'baz.css')

form = Form(schema, resource_registry=registry)
resources = form.get_widget_resources()
js_resources = resources['js']
css_resources = resources['css']
js_links = [ 'http://my.static.place/%s' % r for r in js_resources ]
css_links = [ 'http://my.static.place/%s' % r for r in css_resources ]
js_tags = ['<script type="text/javascript" src="%s"></script>' % link
           for link in js_links]
css_tags = ['<link type="text/css" href="%s"/>' % link
           for link in css_links]
tags = js_tags + css_tags
return {'form':form.render(), 'tags':tags}







deform.Field.set_default_resource_regis() クラスメソッドを
呼び出すことにより、別のデフォルトのリソースレジストリを すべての
フォームと関連付けることができます:

	1
2
3
4

	registry = deform.widget.ResourceRegistry()
registry.set_js_resources('requirement', 'ver', 'bar.js', 'baz.js')
registry.set_css_resources('requirement', 'ver', 'foo.css', 'baz.css')
Form.set_default_resource_registry(registry)







これによって registry レジストリが set_default_resource_registry の
呼び出しより後に生成されたすべてのフォームインスタンスでデフォルトの
リソースレジストリとして使用されることになります。これによって再び
リソース解決が適切に動作するようになることが期待できます。

deform.Field の resource_registry 引数の
ドキュメンテーションと、 deform.widget.ResourceRegistry の
ドキュメンテーションも参照してください。




ウィジェットの要求を指定する

新しいウィジェットを生成するときに、 requirements 属性を使用することで
要求を指定することができます:

	1
2
3
4

	from deform.widget import Widget

class MyWidget(Widget):
    requirements = ( ('jquery', '1.4.2'), )







要求名の構成に関して明確なルールはありません。ウィジェットの docstring は、
その要求名が何を意味するか、そして論理的な要求名からどのように
resource registry 内のリソースパスにマッピングするかを説明するべきです。
例えば、 docstring にはこのようなテキストがあるかもしれません:
「このウィジェットは、要求リストの中にある jquery.tools の
ライブラリ名を使用します。名前 jquery.tools は、このウィジェットを
使用するフォームを含む HTML ページをレンダリングする前に
jQuery Tools ライブラリをロードしなければならないことを示唆します;
jQuery Tools は jQuery に依存します。したがって、 jQuery もロード
しなければなりません。ウィジェットは jQuery Tools バージョン X.X
(version フィールドで指定) を期待します。
それは、 jQuery バージョン X.X が以前にロードされることを期待します」。
そして次に、論理的な jquery.tools 名を相対的なリソースパスのセット
へ解決するためにリソースのセットを resource registry に追加する
必要があり、その結果として生じるカスタムリソースレジストリをフォームを
構築する際に使用すべきであるということを説明するかもしれません。
デフォルトのリソースレジストリ (deform.widget.resource_registry) は、
新しく作られた要求のためのリソースのマッピングを含んでいません。






独自ウィジェットを書く

Deform ウィジェットを書くことは、概念的なウィジェットインタフェースを
提供するオブジェクトを作成することを意味します。そのインタフェースは
deform.widget.Widget クラスのドキュメンテーションで述べられて
います。このインタフェースを実装するものを作成する最も簡単な方法は、
deform.widget.Widget クラスそれ自体から直接継承するクラスを
作成することです。

deform.widget.Widget クラスは、コンストラクタと handle_error
メソッドの具体的な実装を持ち、すべての必須の属性に対するデフォルト値を
持っています。 deform.widget.Widget クラスは、さらに
serialize と deserialize の抽象的な実装を持っています。(それぞれ
NotImplementedError [http://docs.python.org/dev/library/exceptions.html#NotImplementedError] 例外を送出します); サブクラスはこれらを
オーバーライドしなければなりません; さらに、任意で基底クラスの
handle_error メソッドをオーバーライドすることもできます。

例えば:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11

	 from deform.widget import Widget

 class MyInputWidget(Widget):
     def serialize(self, field, cstruct=None, readonly=False):
         ...

     def deserialize(self, field, pstruct=None):
         ...

     def handle_error(self, field, error):
         ...







serialize メソッド、 deserialize メソッド、 handle_error
メソッドについて次に説明します。


serialize メソッド

ウィジェットの serialize メソッドは、 HTML レンダリングに対する
cstruct 値をシリアライズしなければなりません。 cstruct 値は、
このウィジェットに関連したスキーマノード用の Colander スキーマ
シリアライズに起因する値です。このメソッドの結果は常にある HTML を含んでいる
unicode 型でなければなりません。

serialize に渡される field 引数は、このウィジェットが
取り付けられている field オブジェクトです。
field オブジェクト自身がそのフィールドを使用するウィジェットへの
参照を (field.widget として) 持っているので、循環参照を回避するために
フィールドオブジェクトは field 属性を持つウィジェットではなく
ウィジェットの serialize メソッドに渡されます。

serialize に渡された readonly 引数が True の場合、この
シリアライズの結果は cstruct データから HTML への読み出し専用の
レンダリングである (つまりアクティブなフォームコントロールがない) ことを
示します。

新しい MyInputWidget がシリアライズ中にテキスト入力コントロールを
作成することだけが必要としましょう。その serialize メソッドはこのように
定義されるかもしれません:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10

	 from deform.widget import Widget
 from colander import null
 import cgi

 class MyInputWidget(Widget):
     def serialize(self, field, cstruct=None, readonly=False):
         if cstruct is null:
             cstruct = u''
         quoted = cgi.escape(cstruct, quote='"')
         return u'<input type="text" value="%s">' % quoted







呼び出し元からデータを渡されたかどうかに関わらず、 serialize メソッド
が常にシリアライズ結果を返す責任を持つことに注意してください。通常
cstruct 値は、ウィジェットのレンダリングロジックで直接使用することが
できる適切なデータを含みます。しかし、それは時々 colander.null に
なります。このウィジェットを使用するフォームがデータなしでシリアライズ
される時 (例えば “add form”) 、 colander.null になるでしょう。

すべてのウィジェットは、 serialize 中に cstruct として渡された値が
colander.null 番兵値かどうかチェック しなければなりません 。
ウィジェットはこの不測の事態を扱うことに責任を持ちます。
それは、しばしば論理的な「空の」値をシリアライズすることにより行われます。

ウィジェットがデフォルト値をどのように計算しようとするかにかかわらず、
それは cstruct が colander.null である場合にもレンダリング結果を
返せなければなりません。上記の例の場合では、ウィジェットは cstruct
値として空の文字列を使用しています。この種類の「スカラー」入力ウィジェット
では、それが適切です; より「構造的な」種類のウィジェットについては、
空の辞書やリストのような他の値がデフォルトになるかもしれません。

例の中で作成した MyInputWidget はテンプレートを使用しません。
あらゆるウィジェットはテンプレートを使用することができますが、その使用
は必須ではありません; 特定のウィジェットがテンプレートを使用するかどうかは、
Deform には関係ないことです: deform は、単にウィジェットの serialize
メソッドが HTML を含んだ Unicode オブジェクトを返すことを期待します;
その Unicode オブジェクトをウィジェットがどのように作成するかについても
あまり考慮しません。

組み込みの Deform ウィジェット (deform.widget の中のウィジェット実装)
は、レンダリングされたときのウィジェットの見た目を Deform 内部の Python
コードを変更することなく簡単にオーバーライドできるように、たまたま
テンプレートを使用しています。ウィジェット自体に関係する Python コード
を変更する必要がある代わりに、組み込みのウィジェットのユーザは、しばしば
組み込みのウィジェット実装に関連付けられたテンプレートを交換することで
十分なカスタマイズを行なうことができます。しかしながら、これは純粋に
利便性のためです; テンプレートは、主に組み込みのウィジェットセットの実装詳細で、
コア Deform フレームワークにとって不可欠な部分ではありません。

「スカラー」ウィジェット (値のコレクションではなく単一の値を表わすウィジェット)
は、「必須」ラベルや、バリデーションが失敗したときにエラー情報を提供するために
使用される周囲を囲む div のような「ページの装飾」を提供する責任を持たないことに
注意してください。これは、スカラーウィジェットフィールドの親フィールド
に関連付けられた「構造的な」ウィジェット(「親ウィジェット」) の責任です;
親ウィジェットは、通常 deform.widget.MappingWidget または
deform.widget.SequenceWidget のうちのどちらかです。




deserialize メソッド

ウィジェットの deserialize メソッドは、 pstruct 値を
cstruct 値に逆シリアライズして cstruct 値を返さなければ
なりません。 pstruct 引数は、 Peppercorn パッケージの
parse メソッドに起因する値です。 field 引数はこのウィジェットが
取り付けられているフィールドオブジェクトです。

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14

	 from deform.widget import Widget
 from colander import null
 import cgi

 class MyInputWidget(Widget):
     def serialize(self, field, cstruct, readonly=False):
         if cstruct is null:
             cstruct = u''
         return '<input type="text" value="%s">' % cgi.escape(cstruct)

     def deserialize(self, field, pstruct):
         if pstruct is null:
             return null
         return pstruct







ウィジェットの deserialize メソッドが (serialize と同じように)
colander.null 値が渡される可能性に対処しなければならないことに注意
してください。 pstruct に値が含まれない場合、ウィジェットに
colander.null が渡されます。ウィジェットは通常 deserialize に
colander.null 値が渡された場合 colander.null を返すことで対処
します。それは、 underlying スキーマに対してスキーマノードに対する
デフォルト値が存在するなら使用されるべきであることを示します。

deserialize メソッドに対する他のもう一つの実際の制約は、 serialize
メソッドが deserialize の返り値を再シリアライズできなければならない、
というものです。




handle_error メソッド

deform.widget.Widget クラスは既に適切な実装を持っています;
deform.widget.Widget からサブクラス化する場合、特別な
エラーハンドリングの振る舞いが必要なければ、デフォルト実装のオーバーライドは
必須ではありません。

これは、 MyInputWidget クラスでの deform.widget.Widget.handle_error()
メソッドの実装です:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

	 from deform.widget import Widget
 from colander import null
 import cgi

 class MyInputWidget(Widget):
     def serialize(self, field, cstruct, readonly=False):
         if cstruct is null:
             cstruct = u''
         return '<input type="text" value="%s">' % cgi.escape(cstruct)

     def deserialize(self, field, pstruct):
         if pstruct is null:
             return null
         return pstruct

     def handle_error(self, field, error):
         if field.error is None:
             field.error = error
         for e in error.children:
             for num, subfield in enumerate(field.children):
                 if e.pos == num:
                     subfield.widget.handle_error(subfield, e)







ウィジェットの handle_error メソッドは以下のことをしなければなりません:


	渡された field オブジェクトの error 属性をセットする
(まだ error 属性がセットされていなかった場合)。




	エラーがあるすべてのサブフィールドの handle_error メソッドを呼び出す。



handle_error をオーバーライドできる能力は、 (親フィールドに子のエラー
をすべて表示するような) 純粋に高度なタスクのために存在します。例えば:

	1
2
3
4
5
6
7
8

	 def handle_error(self, field, error):
     msgs = []
     if error.msg:
         field.error = error
     else:
         for e in error.children:
             msgs.append('line %s: %s' % (e.pos+1, e))
         field.error = Invalid(field.schema, '\n'.join(msgs))







この実装は、フィールドの子にエラーを表示しません; 代わりに、レビューのために
すべての子のエラーをフィールド自体に表示します。




テンプレート

ウィジェットをレンダリングするために使用されるテンプレートは、ウィジェット
オブジェクトから入力を受け取ります。これには field が含まれ、それは
ウィジェットによって表現されるフィールドオブジェクトになるでしょう。
それは、通常 field.name 値をウィジェットの中の最初のコントロールの
name 入力要素として 使用し、 field.oid 値をウィジェットの中の
最初のコントロールの id 要素として使用します。
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サンプルアプリ

例は千の言葉に匹敵します (百聞は一見にしかず)。
フォームをレンダリングするためにどのように deform を使用するかの
デモンストレーションを行う Pyramid [http://pylonsproject.org]
アプリケーションの例があります。


Warning

deform は pyramid にはまったく依存していません;
下記の例の中では、単に Deform を使用した完全に動作する実際の
アプリケーションをデモンストレーションするという目的のためだけに
Pyramid を使用しています。



これが Python コードです:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69

	import os

from paste.httpserver import serve
from pyramid.config import Configurator

from colander import MappingSchema
from colander import SequenceSchema
from colander import SchemaNode
from colander import String
from colander import Boolean
from colander import Integer
from colander import Length
from colander import OneOf

from deform import ValidationFailure
from deform import Form
from deform import widget


here = os.path.dirname(os.path.abspath(__file__))

colors = (('red', 'Red'), ('green', 'Green'), ('blue', 'Blue'))

class DateSchema(MappingSchema):
    month = SchemaNode(Integer())
    year = SchemaNode(Integer())
    day = SchemaNode(Integer())

class DatesSchema(SequenceSchema):
    date = DateSchema()

class MySchema(MappingSchema):
    name = SchemaNode(String(),
                      description = 'The name of this thing')
    title = SchemaNode(String(),
                       widget = widget.TextInputWidget(size=40),
                       validator = Length(max=20),
                       description = 'A very short title')
    password = SchemaNode(String(),
                          widget = widget.CheckedPasswordWidget(),
                          validator = Length(min=5))
    is_cool = SchemaNode(Boolean(),
                         default = True)
    dates = DatesSchema()
    color = SchemaNode(String(),
                       widget = widget.RadioChoiceWidget(values=colors),
                       validator = OneOf(('red', 'blue')))

def form_view(request):
    schema = MySchema()
    myform = Form(schema, buttons=('submit',))

    if 'submit' in request.POST:
        controls = request.POST.items()
        try:
            myform.validate(controls)
        except ValidationFailure, e:
            return {'form':e.render()}
        return {'form':'OK'}

    return {'form':myform.render()}

if __name__ == '__main__':
    settings = dict(reload_templates=True)
    config = Configurator(settings=settings)
    config.add_view(form_view, renderer=os.path.join(here, 'form.pt'))
    config.add_static_view('static', 'deform:static')
    app = config.make_wsgi_app()
    serve(app)







これが Chameleon ZPT テンプレートです。 form.pt という名前で
同じディレクトリに置かれます:

	 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

	<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Transitional//EN"
"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-transitional.dtd">
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">
<head>
<title>
  Deform Sample Form App
</title>
<!-- Meta Tags -->
<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=utf-8" />
<!-- JavaScript -->
<script type="text/javascript" src="static/scripts/deform.js"></script>
<!-- CSS -->
<link rel="stylesheet" href="static/css/form.css" type="text/css" />
</head>
<body id="public">
<div id="container">
<h1>Sample Form</h1>
<span tal:replace="structure form"/>
</div>
</body>
</html>
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Ajax フォームを使う

AJAX を使用するフォームオブジェクトを作成するためには、こうします:

	1
2

	from deform import Form
myform = Form(schema, buttons=('submit',), use_ajax=True)







フォームオブジェクトの生成 は、スキーマといくつかのボタンに基づいてフォーム
オブジェクトを作成する方法を示しています。AJAX フォームの作成は、
非 AJAX フォームの作成と同じコンストラクタを使用します:
フォームオブジェクトの生成 節で提供される例と、上記の AJAX フォームを
作成する例の間の唯一の違いは、フォームコンストラクタに渡された追加の
use_ajax=True 引数です。

deform.Form オブジェクトのコンストラクタに use_ajax が
True として渡される場合、 submit ボタンが押された時にページが
リロードされないようにフォームページがレンダリングされます。代わりに、
フォームは post され、 post の結果はフォーム要素の DOM ノードを置換します。

Deform の AJAX 機能を使用する例は、デモサイト
http://deformdemo.repoze.org
上で見られます:


	バリデーション成功時にリダイレクトする [http://deformdemo.repoze.org/ajaxform_redirect/]

	バリデーション成功時にリダイレクトしない [http://deformdemo.repoze.org/ajaxform/]



AJAX フォームが動くためには、フォーム自体を含むページのレンダリングに
deform.js と jquery.form.js ライブラリが含まれなければならず、
AJAX にフォームを関連させるために deform.load() JavaScript 関数が
レンダリングによって呼ばれる必要があることに注意してください。これは
フォームを表示するページの責任です。両方のライブラリは deform
パッケージ自体の static ディレクトリの中にあります。特定の
フォームレンダリングにどの JavaScript ライブラリが必要かを検知する
方法については ウィジェットの要求 (requirement) とリソース を参照してください。
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国際化

Deform は完全な国際化およびローカライズが可能です。 deform と colander の
パッケージには、ローカライズされたエラーメッセージをレンダリングするために
様々な言語への翻訳 (現在は不完全) を含む gettext .mo ファイル
が存在します。

下記を見れば pyramid で i18n を始めることができるでしょう:

import deform

from pkg_resources import resource_filename
from pyramid.i18n import get_localizer
from pyramid.threadlocal import get_current_request


def main(global_config, **settings):
    config = Configurator(settings=settings)
    config.add_translation_dirs(
        'colander:locale',
        'deform:locale',
    )

    def translator(term):
        return get_localizer(get_current_request()).translate(term)

    deform_template_dir = resource_filename('deform', 'templates/')
    zpt_renderer = deform.ZPTRendererFactory(
        [deform_template_dir],
        translator=translator)
    deform.Form.set_default_renderer(zpt_renderer)





deform がエラーメッセージとステータスメッセージをどのように
ローカライズすることができるかの例については
国際化デモ [http://deformdemo.repoze.org/i18n/] を参照してください。
このデモンストレーションは、 Deform のエラーメッセージを Chameleon
フォームレンダリングに含めるために Pyramid の国際化とローカライズ機能 [http://docs.pylonsproject.jp/projects/pyramid-doc-ja/en/1.4-branch-doc-ja/narr/i18n.html]
を使用します。
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API Documentation


Form-Related


	
class deform.Field(schema, renderer=None, counter=None, resource_registry=None, appstruct=<colander.null>, **kw)

	Represents an individual form field (a visible object in a
form rendering).

A deform.form.Field object instance is meant to last for
the duration of a single web request. As a result, a field object
is often used as a scratchpad by the widget associated with that
field.  Using a field as a scratchpad makes it possible to build
implementations of state-retaining widgets while instances of
those widget still only need to be constructed once instead of on
each request.

Attributes



	schema

	The schema node associated with this field.

	widget

	The widget associated with this field.

	order

	An integer indicating the relative order of this field’s
construction to its children and parents.

	oid

	A string incorporating the order attribute that can be
used as a unique identifier in HTML code (often for id
attributes of field-related elements).  A default oid is
generated that looks like this: deformField0.  A
custom oid can provided, but if the field is cloned,
the clones will get unique default oids.

	name

	An alias for self.schema.name

	title

	An alias for self.schema.title

	description

	An alias for self.schema.description

	required

	An alias for self.schema.required

	typ

	An alias for self.schema.typ

	children

	Child fields of this field.

	error

	The exception raised by the last attempted validation of the
schema element associated with this field.  By default, this
attribute is None.  If non-None, this attribute is usually
an instance of the exception class
colander.Invalid, which has a msg attribute
providing a human-readable validation error message.

	errormsg

	The msg attribute of the error attached to this field
or None if the error attached to this field is None.

	renderer

	The template renderer associated with the form.  If a
renderer is not passed to the constructor, the default deform
renderer will be used (the default renderer).

	counter

	None or an instance of itertools.counter which is used
to generate sequential order-related attributes such as
oid and order.

	resource_registry

	The resource registry associated with this field.






Constructor Arguments


renderer, counter, resource_registry and appstruct are
accepted as explicit keyword arguments to the deform.Field.
These are also available as attribute values.  renderer, if passed,
is a template renderer as described in 別のテンプレートシステムを使う.
counter, if passed, should be an itertools.counter object
(useful when rendering multiple forms on the same page, see
http://deformdemo.repoze.org/multiple_forms/.
resource_registry, if passed should be a widget resource registry
(see also (高レベル) deform.Field.get_widget_resources() メソッド).

If any of these values is not passed, a suitable default values is used
in its place.

The appstruct constructor argument is used to prepopulate field
values related to this form’s schema.  If an appstruct is not supplied,
the form’s fields will be rendered with default values unless an
appstruct is supplied to the render method explicitly.

The deform.Field constructor also accepts arbitrary
keyword arguments.  When an ‘unknown’ keyword argument is
passed, it is attached unmolested to the form field as an
attribute.

All keyword arguments (explicit and unknown) are also attached to
all children nodes of the field being constructed.





	
__getitem__(name)

	Return the subfield of this field named name or raise
a KeyError [http://docs.python.org/dev/library/exceptions.html#KeyError] if a subfield does not exist named name.






	
__iter__()

	Iterate over the children fields of this field.






	
__contains__(name)

	




	
translate(msgid)

	Use the translator passed to the renderer of this field to
translate the msgid into a term and return the term.  If the renderer
does not have a translator, this method will return the msgid.






	
clone()

	Clone the field and its subfields, retaining attribute
information.  Return the cloned field.  The order
attribute of the node is not cloned; instead the field
receives a new order attribute; it will be a number larger
than the last renderered field of this set.






	
deserialize(pstruct)

	Deserialize the pstruct into a cstruct and return the cstruct.






	
end_mapping(name=None)

	Create an end-mapping tag (a literal).  If name is None,
the name of this node will be used to generate the name in the tag.
See the Peppercorn documentation for more information.






	
end_rename(name=None)

	Create a start-rename tag (a literal).  If name is None,
the name of this node will be used to generate the name in the tag.
See the Peppercorn documentation for more information.






	
end_sequence(name=None)

	Create an end-sequence tag (a literal).  If name is None,
the name of this node will be used to generate the name in the tag.
See the Peppercorn documentation for more information.






	
errormsg

	Return the msg attribute of the error attached to
this field.  If the error attribute is None,
the return value will be None.






	
get_widget_requirements()

	Return a sequence of two tuples in the form
[(requirement_name, version), ..].

The first element in each two-tuple represents a requirement
name.  When a requirement name is returned as part of
get_widget_requirements, it means that one or more CSS or
Javascript resources need to be loaded by the page performing
the form rendering in order for some widget on the page to
function properly.

The second element in each two-tuple is the reqested version
of the library resource.  It may be None, in which case
the version is unspecified.

See also the requirements attribute of
deform.Widget and the explanation of widget
requirements in (低レベル) deform.Field.get_widget_requirements() メソッド.






	
get_widget_resources(requirements=None)

	Return a resources dictionary in the form {'js':[seq],
'css':[seq]}.  js represents Javascript resources,
css represents CSS resources.  seq represents a
sequence of resource paths.  Each path in seq represents a
relative resource name, as defined by the mapping of a
requirement to a set of resource specification by the
resource registry attached to this field or form.

This method may raise a ValueError [http://docs.python.org/dev/library/exceptions.html#ValueError] if the resource
registry associated with this field or form cannot resolve a
requirement to a set of resource paths.

The requirements argument represents a set of requirements
as returned by a manual call to
deform.Field.get_widget_requirements().  If
requirements is not supplied, the requirement are implied
by calling the deform.Field.get_widget_requirements()
method against this form field.

See also (高レベル) deform.Field.get_widget_resources() メソッド.






	
render(appstruct=(Default), **kw)

	Render the field (or form) to HTML using appstruct as a set
of default values and returns the HTML string.  appstruct is
typically a dictionary of application values matching the schema used
by this form, or colander.null to render all defaults.  If it
is omitted, the rendering will use the appstruct passed to the
constructor.

Calling this method passing an appstruct is the same as calling:

cstruct = form.set_appstruct(appstruct)
form.serialize(cstruct, **kw)





Calling this method without passing an appstruct is the same as
calling:

cstruct = form.cstruct
form.serialize(cstruct, **kw)





See the documentation for
colander.SchemaNode.serialize() [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SchemaNode.serialize] and
deform.widget.Widget.serialize() .


Note

Deform versions before 0.9.8 only accepted a readonly
keyword argument to this function.  Version 0.9.8 and later accept
arbitrary keyword arguments.








	
render_template(template, **kw)

	Render the template named template using kw as the
top-level keyword arguments (augmented with field and cstruct
if necessary)






	
serialize(cstruct=(Default), **kw)

	Serialize the cstruct into HTML and return the HTML string.  This
function just turns around and calls self.widget.serialize(**kw);
therefore the field widget’s serialize method should be expecting
any values sent in kw.  If cstruct is not passed, the cstruct
attached to this node will be injected into kw as cstruct.
If field is not passed in kw, this field will be injected
into kw as field.


Note

Deform versions before 0.9.8 only accepted a readonly
keyword argument to this function.  Version 0.9.8 and later accept
arbitrary keyword arguments.  It also required that
cstruct was passed; it’s broken out from
kw in the method signature for backwards compatibility.








	
set_appstruct(appstruct)

	Set the cstruct of this node (and its child nodes) using
appstruct as input.






	
classmethod set_default_renderer(renderer)

	Set the callable that will act as a default renderer for
instances of the associated class when no renderer
argument is provided to the class’ constructor.  Useful when
you’d like to use an alternate templating system.

Calling this method resets the default renderer.






	
classmethod set_default_resource_registry(registry)

	Set the callable that will act as a default
resource registry for instances of the associated
class when no resource_registry argument is provided to
the class’ constructor.  Useful when you’d like to use
non-default requirement to resource path mappings for the
entirety of a process.

Calling this method resets the default resource registry.






	
set_pstruct(pstruct)

	Set the cstruct of this node (and its child nodes) using
pstruct as input.






	
set_widgets(values, separator='.')

	set widgets of the child fields of this field
or form element.  widgets should be a dictionary in the
form:

{'dotted.field.name':Widget(),
 'dotted.field.name2':Widget()}





The keys of the dictionary are dotted names.  Each dotted name
refers to a single field in the tree of fields that are
children of the field or form object upon which this method is
called.

The dotted name is split on its dots and the resulting list of
names is used as a search path into the child fields of this
field in order to find a field to which to assign the
associated widget.

Two special cases exist:


	If the key is the empty string (''), the widget is
assigned to the field upon which this method is called.

	If the key contains an asterisk as an element name, the
first child of the found element is traversed.  This is most
useful for sequence fields, because the first (and only)
child of sequence fields is always the prototype field which
is used to render all fields in the sequence within a form
rendering.



If the separator argument is passed, it is should be a
string to be used as the dot character when splitting the
dotted names (useful for supplying if one of your field object
has a dot in its name, and you need to use a different
separator).

Examples follow.  If the following form is used:

class Person(Schema):
    first_name = SchemaNode(String())
    last_name = SchemaNode(String())

class People(SequenceSchema):
    person = Person()

class Conference(Schema):
    people = People()
    name = SchemaNode(String())

schema = Conference()
form = Form(schema)





The following invocations will have the following results
against the schema defined above:

form.set_widgets({'people.person.first_name':TextAreaWidget()})


Set the first_name field’s widget to a TextAreaWidget.


form.set_widgets({'people.*.first_name':TextAreaWidget()})


Set the first_name field’s widget to a
TextAreaWidget.


form.set_widgets({'people':MySequenceWidget()})


Set the people sequence field’s widget to a
MySequenceWidget.


form.set_widgets({'people.*':MySequenceWidget()})


Set the person field’s widget to a MySequenceWidget.


form.set_widgets({'':MyMappingWidget()})


Set form node’s widget to a MyMappingWidget.







	
classmethod set_zpt_renderer(search_path, auto_reload=True, debug=True, encoding='utf-8', translator=None)

	Create a Chameleon ZPT renderer that will act as a
default renderer for instances of the associated class
when no renderer argument is provided to the class’
constructor.  The arguments to this classmethod have the same
meaning as the arguments provided to a
deform.ZPTRendererFactory.

Calling this method resets the default renderer.

This method is effectively a shortcut for
cls.set_default_renderer(ZPTRendererFactory(...)).






	
start_mapping(name=None)

	Create a start-mapping tag (a literal).  If name is None,
the name of this node will be used to generate the name in the tag.
See the Peppercorn documentation for more information.






	
start_rename(name=None)

	Create a start-rename tag (a literal).  If name is None,
the name of this node will be used to generate the name in the tag.
See the Peppercorn documentation for more information.






	
start_sequence(name=None)

	Create a start-sequence tag (a literal).  If name is None,
the name of this node will be used to generate the name in the tag.
See the Peppercorn documentation for more information.






	
translate(msgid)

	Use the translator passed to the renderer of this field to
translate the msgid into a term and return the term.  If the renderer
does not have a translator, this method will return the msgid.






	
validate(controls, subcontrol=None)

	Validate the set of controls returned by a form submission
against the schema associated with this field or form.
controls should be a document-ordered sequence of
two-tuples that represent the form submission data.  Each
two-tuple should be in the form (key, value).  node
should be the schema node associated with this widget.

For example, using WebOb, you can compute a suitable value for
controls via:

request.POST.items()





Or, if you’re using a cgi.FieldStorage object named
fs, you can compute a suitable value for controls
via:

controls = []
if fs.list:
    for control in fs.list:
        if control.filename:
            controls.append((control.name, control))
        else:
            controls.append((control.name, control.value))





Equivalent ways of computing controls should be available to
any web framework.

When the validate method is called:


	if the fields are successfully validated, a data structure
represented by the deserialization of the data as per the
schema is returned.  It will be a mapping.

	If the fields cannot be successfully validated, a
deform.exception.ValidationFailure exception is raised.



The typical usage of validate in the wild is often
something like this (at least in terms of code found within
the body of a pyramid view function, the particulars
will differ in your web framework):

from webob.exc import HTTPFound
from deform.exception import ValidationFailure
from deform import Form
import colander

from my_application import do_something

class MySchema(colander.MappingSchema):
    color = colander.SchemaNode(colander.String())

schema = MySchema()

def view(request):
    form = Form(schema, buttons=('submit',))
    if 'submit' in request.POST:  # form submission needs validation
        controls = request.POST.items()
        try:
            deserialized = form.validate(controls)
            do_something(deserialized)
            return HTTPFound(location='http://example.com/success')
        except ValidationFailure as e:
            return {'form':e.render()}
    else:
        return {'form':form.render()} # the form just needs rendering






Warning

form.validate(controls) mutates the form instance, so the
form instance should be constructed (and live) inside one
request.



If subcontrol is supplied, it represents a named subitem in the
data returned by peppercorn.parse(controls).  Use this subitem as
the pstruct to validate instead of using the entire result of
peppercorn.parse(controls) as the pstruct to validate.  For
example, if you’ve embedded a mapping in the form named user, and
you want to validate only the data contained in that mapping instead
if all of the data in the form post, you might use
form.validate(controls, subcontrol='user').






	
validate_pstruct(pstruct)

	Validate the pstruct passed.  Works exactly like the
deform.field.validate method, except it accepts a pstruct
instead of a set of form controls.  A usage example follows:

if 'submit' in request.POST:  # the form submission needs validation
    controls = request.POST.items()
    pstruct = peppercorn.parse(controls)
    substruct = pstruct['submapping']
    try:
        deserialized = form.validate_pstruct(substruct)
        do_something(deserialized)
        return HTTPFound(location='http://example.com/success')
    except ValidationFailure, e:
        return {'form':e.render()}
else:
    return {'form':form.render()} # the form just needs rendering














	
class deform.Form(schema, action='', method='POST', buttons=(), formid='deform', use_ajax=False, ajax_options='{}', autocomplete=None, **kw)

	Field representing an entire form.

Arguments:


	schema

	A colander.SchemaNode [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SchemaNode] object representing a
schema to be rendered.  Required.

	action

	The form action (inserted into the action attribute of
the form’s form tag when rendered).  Default: the empty string.

	method

	The form method (inserted into the method attribute of
the form’s form tag when rendered).  Default: POST.

	buttons

	A sequence of strings or deform.form.Button
objects representing submit buttons that will be placed at
the bottom of the form.  If any string is passed in the
sequence, it is converted to
deform.form.Button objects.

	formid

	The identifier for this form.  This value will be used as the
HTML id attribute of the rendered HTML form.  It will also
be used as the value of a hidden form input control
(__formid__) which will be placed in this form’s
rendering.  You should pass a string value for formid when
more than one Deform form is placed into a single page and
both share the same action.  When one of the forms on the page
is posted, your code will to be able to decide which of those
forms was posted based on the differing values of
__formid__.  By default, formid is deform.

	autocomplete

	Controls this form’s autocomplete attribute.  If autocomplete
is None, no autocomplete attribute will be added to the form tag.
If autocomplete is a true value, an autocomplete='on'
attribute will be added to the form tag.  If autocomplete is a
false value, an autocomplete='off' attribute will be added to the
form tag.  Default: None.

	use_ajax

	If this option is True, the form will use AJAX (actually
AJAH); when any submit button is clicked, the DOM node related
to this form will be replaced with the result of the form post
caused by the submission.  The page will not be reloaded.  This
feature uses the jquery.form library ajaxForm feature
as per http://jquery.malsup.com/form/.  Default: False.  If
this option is True, the jquery.form.js library must be
loaded in the HTML page which embeds the form.  A copy of it
exists in the static directory of the deform package.

	ajax_options

	A string which must represent a JavaScript obejct
(dictionary) of extra AJAX options as per
http://jquery.malsup.com/form/#options-object.  For
example:

'{"success": function (rText, sText, xhr, form) {alert(sText)};}'





Default options exist even if ajax_options is not provided.
By default, target points at the DOM node representing the
form and and replaceTarget is true.

A successhandler calls the deform.processCallbacks method
that will ajaxify the newly written form again.  If you pass
these values in ajax_options, the defaults will be
overridden.  If you want to override the success handler, don’t
forget to call deform.processCallbacks, otherwise
subsequent form submissions won’t be submitted via AJAX.

This option has no effect when use_ajax is False.

The default value of ajax_options is a string
representation of the empty object.





The deform.Form constructor also accepts all the keyword
arguments accepted by the deform.Field class.  These
keywords mean the same thing in the context of a Form as they do
in the context of a Field (a Form is just another kind of Field).






	
class deform.Button(name='submit', title=None, type='submit', value=None, disabled=False, css_class=None)

	A class representing a form submit button.  A sequence of
deform.widget.Button objects may be passed to the
constructor of a deform.form.Form class when it is
created to represent the buttons renderered at the bottom of the
form.

Arguments:


	name

	The string or unicode value used as the name of the button
when rendered (the name attribute of the button or input
tag resulting from a form rendering).  Default: submit.

	title

	The value used as the title of the button when rendered (shows
up in the button inner text).  Default: capitalization of
whatever is passed as name.  E.g. if name is passed as
submit, title will be Submit.

	type

	The value used as the type of button. The HTML spec supports 
submit, reset and button. Default: submit.

	value

	The value used as the value of the button when rendered (the
value attribute of the button or input tag resulting from
a form rendering).  Default: same as name passed.

	disabled

	Render the button as disabled if True.

	css_class

	The name of a CSS class to attach to the button. In the default
form rendering, this string will be appended to btnText submit
to become part of the class attribute of the button. For
example, if css_class was foobar then the resulting default
class becomes btnText submit foobar. Default: None (no
additional class).










Type-Related


	
class deform.Set(allow_empty=False)

	A type representing a non-overlapping set of items.
Deserializes an iterable to a set object.

This type constructor accepts one argument:


	allow_empty

	Boolean representing whether an empty set input to
deserialize will be considered valid.  Default: False.




Deprecated since version 0.9.6: Use colander.Set instead.


	
widget_maker

	alias of CheckboxChoiceWidget










	
class deform.FileData

	A type representing file data; used to shuttle data back and forth
between an application and the
deform.widget.FileUploadWidget widget.

This type passes the value obtained during deserialization back to
the caller unchanged (it will be an instance of
deform.widget.filedict, which is a plain dictionary subclass;
it is only a dict subclass so isinstance may be used against
it in highly generalized persistence circumstances to detect that
it is file data).  It serializes from a dictionary containing
partial file data info into a dictionary containing full file data
info, serializing the full file data (the widget receives the full
file data).


	
serialize(node, value)

	Serialize a dictionary representing partial file information
to a dictionary containing information expected by a file
upload widget.

The file data dictionary passed as value to this
serialize method must include:


	filename

	Filename of this file (not a full filesystem path, just the
filename itself).

	uid

	Unique string id for this file.  Needs to be unique enough to
disambiguate it from other files that may use the same
temporary storage mechanism before a successful validation,
and must be adequate for the calling code to reidentify it
after deserialization.



A fully populated dictionary may also include the following
values:


	fp

	File-like object representing this file’s content or
None.  None indicates this file has already been
committed to permanent storage.  When serializing a
‘committed’ file, the fp value should ideally not be
passed or it should be passed as None; None as an
fp value is a signifier to the file upload widget that
the file data has already been committed.  Using None
as an fp value helps prevent unnecessary data copies
to temporary storage when a form is rendered, however its
use requires cooperation from the calling code; in
particular, the calling code must be willing to translate
a None fp value returned from a deserialization
into the file data via the uid in the deserialization.

	mimetype

	File content type (e.g. application/octet-stream).

	size

	File content length (integer).

	preview_url

	URL which provides an image preview of this file’s data.



If a size is not provided, the widget will have no access
to size display data.  If preview_url is not provided, the
widget will not be able to show a file preview.  If
mimetype is not provided, the widget will not be able to
display mimetype information.









See also the type- and schema-related documentation in Colander.




Exception-Related


	
class deform.ValidationFailure(field, cstruct, error)

	The exception raised by deform.widget.Widget.validate()
(most often called as form.validate(fields)) when the supplied
field data does not pass the overall constraints of the schema
associated with the widget.

Attributes


	field

	The field deform.form.Field.validate() was
called on (usually a deform.form.Form object).

	cstruct

	The unvalidatable cstruct that was returned from
deform.widget.Widget.deserialize().

	error

	The original colander.Invalid [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Invalid] exception raised by
deform.schema.SchemaNode.deserialize() which caused
this exception to need to be raised.




	
render()

	Used to reserialize the form in such a way that the user will
see error markers in the form HTML.  This method accepts no
arguments and returns text representing the HTML of a form
rendering.










	
class deform.TemplateError

	



See also the exception-related documentation in Colander.




Template-Related


	
class deform.ZPTRendererFactory(search_path, auto_reload=True, debug=False, encoding='utf-8', translator=None)

	Construct a Chameleon ZPT renderer.

The resulting renderer callable accepts a template name without
the .pt file extension and a set of keyword` values.

Arguments


	search_path

	A sequence of strings representing fully qualified filesystem
directories containing Deform Chameleon template sources.  The
order in which the directories are listed within search_path
is the order in which they are checked for the template provided
to the renderer.

	auto_reload

	If true, automatically reload templates when they change (slows
rendering).  Default: True.

	debug

	If true, show nicer tracebacks during Chameleon template rendering
errors (slows rendering).  Default: True.

	encoding

	The encoding that the on-disk representation of the templates
and all non-ASCII values passed to the template should be
expected to adhere to.  Default: utf-8.

	translator

	A translation function used for internationalization when the
i18n:translate attribute syntax is used in the Chameleon
template is active or a
translationstring.TranslationString is encountered
during output.  It must accept a translation string and return
an interpolated translation.  Default: None (no translation
performed).








	
deform.default_renderer

	The default ZPT template renderer (uses the
deform/templates/ directory as a template source).








Widget-Related


	
class deform.widget.Widget(**kw)

	A widget is the building block for rendering logic.  The
deform.widget.Widget class is never instantiated
directly: it is the abstract class from which all other widget
types within deform.widget derive.  It should likely also
be subclassed by application-developer-defined widgets.

A widget instance is attached to a field during normal operation.
A widget is not meant to carry any state.  Instead, widget
implementations should use the field object passed to them
during deform.widget.Widget.serialize() and
deform.widget.Widget.deserialize() as a scratchpad for state
information.

All widgets have the following attributes:


	hidden

	An attribute indicating the hidden state of this widget.  The
default is False.  If this attribute is not False, the
field associated with this widget will not be rendered in the
form (although, if the widget is a structural widget, its
children will be; hidden is not a recursive flag).  No
label, no error message, nor any furniture such as a close
button when the widget is one of a sequence will exist for the
field in the rendered form.

	readonly

	If this attribute is true, the readonly rendering of the widget
should be output during HTML serialization.

	category

	A string value indicating the category of this widget.  This
attribute exists to inform structural widget rendering
behavior.  For example, when a text widget or another simple
‘leaf-level’ widget is rendered as a child of a mapping widget
using the default template mapping template, the field title
associated with the child widget will be rendered above the
field as a label by default.  This is because simple child
widgets are in the default category and no special action
is taken when a structural widget renders child widgets that
are in the default category.  However, if the default
mapping widget encounters a child widget with the category of
structural during rendering (the default mapping and
sequence widgets are in this category), it omits the title.
Default: default

	error_class

	The name of the CSS class attached to various tags in the form
renderering indicating an error condition for the field
associated with this widget.  Default: error.

	css_class

	The name of the CSS class attached to various tags in
the form renderering specifying a new class for the field
associated with this widget.  Default: None (no class).

	requirements

	A sequence of two-tuples in the form ( (requirement_name,
version_id), ...) indicating the logical external
requirements needed to make this widget render properly within
a form.  The requirement_name is a string that logically
(not concretely, it is not a filename) identifies one or
more Javascript or CSS resources that must be included in the
page by the application performing the form rendering.  The
requirement name string value should be interpreted as a
logical requirement name (e.g. jquery for JQuery,
‘tinymce’ for Tiny MCE).  The version_id is a string
indicating the version number (or None if no particular
version is required).  For example, a rich text widget might
declare requirements = (('tinymce', '3.3.8'),).  See also:
ウィジェットの要求を指定する and
ウィジェットの要求 (requirement) とリソース.

Default: () (the empty tuple, meaning no special
requirements).





These attributes are also accepted as keyword arguments to all
widget constructors; if they are passed, they will override the
defaults.

Particular widget types also accept other keyword arguments that
get attached to the widget as attributes.  These are documented as
‘Attributes/Arguments’ within the documentation of each concrete
widget implementation subclass.


	
deserialize(field, pstruct)

	The deserialize method of a widget must deserialize a
pstruct value to a cstruct value and return the
cstruct value.  The pstruct argument is a value resulting
from the parse method of the Peppercorn package. The
field argument is the field object to which this widget is
attached.






	
handle_error(field, error)

	The handle_error method of a widget must:


	Set the error attribute of the field object it is
passed, if the error attribute has not already been set.

	Call the handle_error method of each subfield which also
has an error (as per the error argument’s children
attribute).








	
serialize(field, cstruct, **kw)

	The serialize method of a widget must serialize a cstruct
value to an HTML rendering.  A cstruct value is the value
which results from a Colander schema serialization for the
schema node associated with this widget.  serialize should return
the HTML rendering: the result of this method should always be a
string containing HTML.  The field argument is the field
object to which this widget is attached.  The **kw argument
allows a caller to pass named arguments that might be used to
influence individual widget renderings.










	
class deform.widget.TextInputWidget(**kw)

	Renders an <input type="text"/> widget.

Attributes/Arguments


	size

	The size, in columns, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the size is not included in the
widget output (uses browser default size).

	template

	
	The template name used to render the widget.  Default:

	textinput.





	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/textinput.

	strip

	If true, during deserialization, strip the value of leading
and trailing whitespace (default True).

	style

	A string that will be placed literally in a style attribute on
the text input tag.  For example, ‘width:150px;’.  Default: None,
meaning no style attribute will be added to the input tag.

	mask

	A jquery.maskedinput input mask, as a string.

a - Represents an alpha character (A-Z,a-z)
9 - Represents a numeric character (0-9)
* - Represents an alphanumeric character (A-Z,a-z,0-9)

All other characters in the mask will be considered mask
literals.

Example masks:


Date: 99/99/9999

US Phone: (999) 999-9999

US SSN: 999-99-9999




When this option is used, the jquery.maskedinput
library must be loaded into the page serving the form for the
mask argument to have any effect.  See テキスト入力マスクの使用.



	mask_placeholder

	The placeholder for required nonliteral elements when a mask
is used.  Default: _ (underscore).








	
class deform.widget.MoneyInputWidget(**kw)

	Renders an <input type="text"/> widget with Javascript which enforces
a valid currency input.  It should be used along with the
colander.Decimal schema type (at least if you care about your money).
This widget depends on the jquery-maskMoney JQuery plugin.

Attributes/Arguments


	size

	The size, in columns, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the size is not included in the
widget output (uses browser default size).

	template

	
	The template name used to render the widget.  Default:

	moneyinput.





	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/textinput.

	style

	A string that will be placed literally in a style attribute on
the text input tag.  For example, ‘width:150px;’.  Default: None,
meaning no style attribute will be added to the input tag.

	options

	A dictionary or sequence of two-tuples containing jquery-maskMoney
options.  The valid options are:


	symbol

	the symbol to be used before of the user values. default: $

	showSymbol

	set if the symbol must be displayed or not. default: False

	symbolStay

	set if the symbol will stay in the field after the user exists the
field. default: False

	thousands

	the thousands separator. default: ,

	decimal

	the decimal separator. default: .

	precision

	how many decimal places are allowed. default: 2

	defaultZero

	when the user enters the field, it sets a default mask using zero.
default: True

	allowZero

	use this setting to prevent users from inputing zero. default:
False

	allowNegative

	use this setting to prevent users from inputing negative values.
default: False












	
class deform.widget.AutocompleteInputWidget(**kw)

	Renders an <input type="text"/> widget which provides
autocompletion via a list of values.

When this option is used, the jquery.ui.autocomplete
library must be loaded into the page serving the form for
autocompletion to have any effect.  See also
AutocompleteInputWidget の使用.  A version of JQuery UI which
includes the autoinclude sublibrary is included in the deform
static directory. The default styles for JQuery UI are also
available in the deform static/css directory.

Attributes/Arguments


	size

	The size, in columns, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the size is not included in the
widget output (uses browser default size).

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
autocomplete_input.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/textinput.

	strip

	If true, during deserialization, strip the value of leading
and trailing whitespace (default True).

	values

	values from which jquery.ui.autocomplete provides
autocompletion. It MUST be an iterable that can be converted
to a json array by [simple]json.dumps. It is also possible
to pass a [base]string representing a remote URL.

If values is a string it will be treated as a
URL. If values is an iterable which can be serialized to a
json array, it will be treated as local data.

If a string is provided to a URL, an xhr request will
be sent to the URL. The response should be a JSON
serialization of a list of values.  For example:


[‘foo’, ‘bar’, ‘baz’]


Defaults to None.



	min_length

	min_length is an optional argument to
jquery.ui.autocomplete. The number of characters to
wait for before activating the autocomplete call.  Defaults to
2.

	delay

	delay is an optional argument to
jquery.ui.autocomplete. It sets the time to wait after a
keypress to activate the autocomplete call.
Defaults to 10 ms or 400 ms if a url is passed.

	style

	A string that will be placed literally in a style attribute on
the text input tag.  For example, ‘width:150px;’.  Default: None,
meaning no style attribute will be added to the input tag.








	
class deform.widget.HiddenWidget(**kw)

	Renders an <input type="hidden"/> widget.

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the widget.  Default:
hidden.








	
class deform.widget.TextAreaWidget(**kw)

	Renders a <textarea> widget.

Attributes/Arguments


	cols

	The size, in columns, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the cols is not included in the
widget output (uses browser default cols).

	rows

	The size, in rows, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the rows is not included in the
widget output (uses browser default cols).

	style

	A string that will be placed literally in a style attribute on
the textarea input tag.  For example, ‘width:150px;’.  Default:
None, meaning no style attribute will be added to the input tag.

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
textarea.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/textarea.

	strip

	If true, during deserialization, strip the value of leading
and trailing whitespace (default True).








	
class deform.widget.RichTextWidget(**kw)

	Renders a <textarea> widget with the
TinyMCE Editor.

To use this widget the TinyMCE Editor library must be
provided in the page where the widget is rendered. A version of
TinyMCE Editor is included in Deform’s static directory.

Attributes/Arguments


	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/richtext.

	delayed_load

	If you have many richtext fields, you can set this option to
True, and the richtext editor will only be loaded upon
the user clicking the field. Default: False.

	strip

	If true, during deserialization, strip the value of leading
and trailing whitespace. Default: True.

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
richtext.

	options

	A dictionary or sequence of two-tuples containing additional
options to pass to the TinyMCE init function call. All types
within such structure should be Python native as the structure
will be converted to JSON on serialization. This widget provides
some sensible defaults, as described below in
default_options.

You should refer to the TinyMCE Configuration [http://www.tinymce.com/wiki.php/Configuration] documentation
for details regarding all available configuration options.

The language option is passed to TinyMCE within the default
template, using i18n machinery to determine the language to use.
This option can be overriden if it is specified here in options.

Note: the elements option for TinyMCE is set automatically
according to the given field’s oid.

Default: None (no additional options)






	
default_options = (('height', 240), ('width', 500), ('skin', 'default'), ('theme', 'simple'), ('mode', 'exact'), ('strict_loading_mode', True), ('theme_advanced_resizing', True), ('theme_advanced_toolbar_align', 'left'), ('theme_advanced_toolbar_location', 'top'))

	Default options passed to TinyMCE. Customise by using options.






	
options = None

	Options to pass to TinyMCE that will override default_options.










	
class deform.widget.CheckboxWidget(**kw)

	Renders an <input type="checkbox"/> widget.

Attributes/Arguments


	true_val

	The value which should be returned during deserialization if
the box is checked.  Default: true.

	false_val

	The value which should be returned during deserialization if
the box was left unchecked.  Default: false.

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
checkbox.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/checkbox.








	
class deform.widget.CheckedInputWidget(**kw)

	Renders two text input fields: ‘value’ and ‘confirm’.
Validates that the ‘value’ value matches the ‘confirm’ value.

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the widget.  Default:
checked_input.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/checked_input.

	size

	The size attribute of the input fields (default:
None, default browser size).

	mismatch_message

	The message to be displayed when the value in the primary
field doesn’t match the value in the confirm field.

	mask

	A jquery.maskedinput input mask, as a string.  Both
input fields will use this mask.

a - Represents an alpha character (A-Z,a-z)
9 - Represents a numeric character (0-9)
* - Represents an alphanumeric character (A-Z,a-z,0-9)

All other characters in the mask will be considered mask
literals.

Example masks:


Date: 99/99/9999

US Phone: (999) 999-9999

US SSN: 999-99-9999




When this option is used, the jquery.maskedinput
library must be loaded into the page serving the form for the
mask argument to have any effect.  See テキスト入力マスクの使用.



	mask_placeholder

	The placeholder for required nonliteral elements when a mask
is used.  Default: _ (underscore).








	
class deform.widget.CheckedPasswordWidget(**kw)

	Renders two password input fields: ‘password’ and ‘confirm’.
Validates that the ‘password’ value matches the ‘confirm’ value.

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the widget.  Default:
checked_password.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/checked_password.

	size

	The size attribute of the password input field (default:
None).








	
class deform.widget.CheckboxChoiceWidget(**kw)

	Renders a sequence of <input type="check"/> buttons based on a
predefined set of values.

Attributes/Arguments


	values

	A sequence of two-tuples (the first value must be of type
string, unicode or integer, the second value must be string or
unicode) indicating allowable, displayed values, e.g. (
('true', 'True'), ('false', 'False') ).  The first element
in the tuple is the value that should be returned when the
form is posted.  The second is the display value.

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
checkbox_choice.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/checkbox_choice.

	null_value

	The value used to replace the colander.null value when it
is passed to the serialize or deserialize method.
Default: the empty string.








	
class deform.widget.OptGroup(label, *options)

	Used in the values argument passed to an instance of
SelectWidget to render an <optgroup> HTML tag.

Attributes/Arguments


	label

	The label of the <optgroup> HTML tag.

	options

	A sequence that describes the <options> HTML tag(s). It
must have the same structure as the values
argument/parameter in the SelectWidget class, but should
not contain OptGroup instances since <optgroup> HTML
tags cannot be nested.








	
class deform.widget.SelectWidget(**kw)

	Renders <select> field based on a predefined set of values.

Attributes/Arguments


	values

	A sequence of items where each item must be either:


	a two-tuple (the first value must be of type string, unicode
or integer, the second value must be string or unicode)
indicating allowable, displayed values, e.g. ('jsmith',
'John Smith'). The first element in the tuple is the value
that should be returned when the form is posted. The second
is the display value;

	or an instance of optgroup_class (which is
deform.widget.OptGroup by default).





	size

	The size attribute of the select input field (default:
None).

	null_value

	The value which represents the null value.  When the null
value is encountered during serialization, the
colander.null [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.null] sentinel is returned to the caller.
Default: '' (the empty string).

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
select.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/select.

	multiple

	Enable multiple on the select widget ( default: False )

	optgroup_class

	The class used to represent <optgroup> HTML tags. Default:
deform.widget.OptGroup.

	long_label_generator

	A function that returns the “long label” used as the
description for very old browsers that do not support the
<optgroup> HTML tag. If a function is provided, the
label attribute will receive the (short) description,
while the content of the <option> tag will receive the
“long label”. The function is called with two parameters: the
group label and the option (short) description.

For example, with the following widget:

long_label_gener = lambda group, label: ' - '.join((group, label))
SelectWidget(
  values=(
    ('', 'Select your favorite musician'),
    OptGroup('Guitarists',
             ('page', 'Jimmy Page'),
             ('hendrix', 'Jimi Hendrix')),
    OptGroup('Drummers',
            ('cobham', 'Billy Cobham'),
            ('bonham', 'John Bonham'))),
  long_label_generator=long_label_gener)





... the rendered options would look like:

<option value="">Select your favorite musician</option>
<optgroup label="Guitarists">
  <option value="page"
      label="Jimmy Page">Guitarists - Jimmy Page</option>
  <option value="hendrix"
      label="Jimi Hendrix">Guitarists - Jimi Hendrix</option>
</optgroup>
<optgroup label="Drummers">
  <option value="cobham"
      label="Billy Cobham">Drummers - Billy Cobham</option>
  <option value="bonham"
      label="John Bonham">Drummers - John Bonham</option>
</optgroup>





Default: None (which means that the label attribute is
not rendered).










	
class deform.widget.RadioChoiceWidget(**kw)

	Renders a sequence of <input type="radio"/> buttons based on a
predefined set of values.

Attributes/Arguments


	values

	A sequence of two-tuples (the first value must be of type
string, unicode or integer, the second value must be string or
unicode) indicating allowable, displayed values, e.g. (
('true', 'True'), ('false', 'False') ).  The first element
in the tuple is the value that should be returned when the
form is posted.  The second is the display value.

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
radio_choice.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/radio_choice.

	null_value

	The value used to replace the colander.null value when it
is passed to the serialize or deserialize method.
Default: the empty string.








	
class deform.widget.MappingWidget(**kw)

	Renders a mapping into a set of fields.

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the widget.  Default:
mapping.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/mapping.

	item_template

	The template name used to render each item in the mapping.
Default: mapping_item.

	readonly_item_template

	The template name used to render each item in the form.
Default: readonly/mapping_item.








	
class deform.widget.SequenceWidget(**kw)

	Renders a sequence (0 .. N widgets, each the same as the other)
into a set of fields.

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the widget.  Default:
sequence.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/sequence.

	item_template

	The template name used to render each value in the sequence.
Default: sequence_item.

	add_subitem_text_template

	The string used as the add link text for the widget.
Interpolation markers in the template will be replaced in this
string during serialization with a value as follows:


	${subitem_title}

	The title of the subitem field

	${subitem_description}

	The description of the subitem field

	${subitem_name}

	The name of the subitem field



Default: Add ${subitem_title}.



	render_initial_item

	Deprecated boolean attribute indicating whether, on the first
rendering of a form including this sequence widget, a single child
widget rendering should be performed.  Default: False.  This
attribute is honored for backwards compatibility only: in new
applications, please use min_len=1 instead.

	min_len

	Integer indicating minimum number of acceptable subitems.  Default:
None (meaning no minimum).  On the first rendering of a form
including this sequence widget, at least this many subwidgets will be
rendered.  The JavaScript sequence management will not allow fewer
than this many subwidgets to be present in the sequence.

	max_len

	Integer indicating maximum number of acceptable subwidgets.  Default:
None (meaning no maximum).  The JavaScript sequence management
will not allow more than this many subwidgets to be added to the
sequence.

	orderable

	Boolean indicating whether the Javascript sequence management will
allow the user to explicitly re-order the subwidgets.
Default: False.








	
class deform.widget.FileUploadWidget(tmpstore, **kw)

	Represent a file upload.  Meant to work with a
deform.FileData schema node.

This widget accepts a single required positional argument in its
constructor: tmpstore.  This argument should be passed an
instance of an object that implements the
deform.interfaces.FileUploadTempStore interface.  Such an
instance will hold on to file upload data during the validation
process, so the user doesn’t need to reupload files if other parts
of the form rendering fail validation.  See also
deform.interfaces.FileUploadTempStore.

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the widget.  Default:
file_upload.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/file_upload.

	size

	The size attribute of the input field (default None).








	
class deform.widget.DateInputWidget(*args, **kwargs)

	Renders a date picker widget.

The default rendering is as a native HTML5 date input widget,
falling back to JQuery UI date picker widget
(http://jqueryui.com/demos/datepicker/).

Most useful when the schema node is a colander.Date object.

Attributes/Arguments


	size

	The size, in columns, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the size is not included in the
widget output (uses browser default size).

	style

	A string that will be placed literally in a style attribute on
the text input tag.  For example, ‘width:150px;’.  Default: None,
meaning no style attribute will be added to the input tag.

	options

	Options for configuring the widget (eg: date format)

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
dateinput.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/textinput.








	
class deform.widget.DateTimeInputWidget(*args, **kwargs)

	Renders a datetime picker widget.

The default rendering is as a native HTML5 datetime  input widget, 
falling back to jQuery UI date picker with a JQuery Timepicker add-on
(http://trentrichardson.com/examples/timepicker/).

Used for colander.DateTime schema nodes.

Attributes/Arguments


	options

	A dictionary of options that’s passed to the datetimepicker.

	size

	The size, in columns, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the size is not included in the
widget output (uses browser default size).

	style

	A string that will be placed literally in a style attribute on
the text input tag.  For example, ‘width:150px;’.  Default: None,
meaning no style attribute will be added to the input tag.

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
dateinput.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/textinput.








	
class deform.widget.DatePartsWidget(**kw)

	Renders a set of <input type='text'/> controls based on the
year, month, and day parts of the serialization of a
colander.Date [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Date] object or a string in the format
YYYY-MM-DD.  This widget is usually meant to be used as widget
which renders a colander.Date [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.Date] type; validation
likely won’t work as you expect if you use it against a
colander.String [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.String] object, but it is possible to use it
with one if you use a proper validator.

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the input widget.  Default:
dateparts.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/dateparts.

	size

	The size (in columns) of each date part input control.
Default: None (let browser decide).

	assume_y2k

	If a year is provided in 2-digit form, assume it means
2000+year.  Default: True.








	
class deform.widget.FormWidget(**kw)

	The top-level widget; represents an entire form.

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the widget.  Default:
form.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/form.

	item_template

	The template name used to render each item in the form.
Default: mapping_item.

	readonly_item_template

	The template name used to render each item in the form.
Default: readonly/mapping_item.








	
class deform.widget.TextAreaCSVWidget(**kw)

	Widget used for a sequence of tuples of scalars; allows for
editing CSV within a text area.  Used with a schema node which is
a sequence of tuples.

Attributes/Arguments


	cols

	The size, in columns, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the cols is not included in the
widget output (uses browser default cols).

	rows

	The size, in rows, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the rows is not included in the
widget output (uses browser default cols).

	template

	The template name used to render the widget.  Default:
textarea.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/textarea.








	
class deform.widget.TextInputCSVWidget(**kw)

	Widget used for a tuple of scalars; allows for editing a single
CSV line within a text input.  Used with a schema node which is a
tuple composed entirely of scalar values (integers, strings, etc).

Attributes/Arguments


	template

	The template name used to render the widget.  Default:
textinput.

	readonly_template

	The template name used to render the widget in read-only mode.
Default: readonly/textinput.

	size

	The size, in columns, of the text input field.  Defaults to
None, meaning that the size is not included in the
widget output (uses browser default size).








	
class deform.widget.ResourceRegistry(use_defaults=True)

	A resource registry maps widget requirement name/version
pairs to one or more relative resources.  A resource registry can
be passed to a deform.Form constructor; if a resource
registry is not passed to the form constructor, a default
resource registry is used by that form.  The default resource
registry contains only mappings from requirement names to
resources required by the built-in Deform widgets (not by any
add-on widgets).

If the use_defaults flag is True, the default set of Deform
requirement-to-resource mappings is loaded into the registry.
Otherwise, the registry is initialized without any mappings.


	
__call__(requirements)

	Return a dictionary representing the resources required
for a particular set of requirements (as returned by
deform.Field.get_widget_requirements()).  The dictionary
will be a mapping from resource type (js and css are
both keys in the dictionary) to a list of relative resource
paths.  Each path is relative to wherever you’ve mounted
Deform’s static directory in your web server.  You can use
the paths for each resource type to inject CSS and Javascript
on-demand into the head of dynamic pages that render Deform
forms.






	
set_css_resources(requirement, version, *resources)

	Set the CSS resources for the requirement/version
pair, using resources as the set of relative resource paths.






	
set_js_resources(requirement, version, *resources)

	Set the Javascript resources for the requirement/version
pair, using resources as the set of relative resource paths.










	
deform.widget.default_resource_registry

	The default resource registry (maps Deform-internal
widget requirement strings to resource paths).  This
resource registry is used by forms which do not specify their own
as a constructor argument, unless
deform.Field.set_default_resource_registry() is used to
change the default resource registry.
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Interfaces

The below are abstract interfaces expected to be fulfilled by various
Deform implementations.


	
class deform.interfaces.FileUploadTempStore

	The deform.FileUploadWidget requires as its first
argument a tmpstore.  Such a tmpstore will implement this
interface: an object implementing the FileUploadTempStore
interface should implement the methods attached to this
description.

Effectively, this interface is a subset of the dict interface
plus an additional method named preview_url.  In fact, the
simplest possible implementation of this interface is:

class MemoryTmpStore(dict):
    def preview_url(self, name):
        return None





However, the deform.FileUploadWidget does not remove data
from the tempstore implementation it uses (it doesn’t have enough
information to be able to do so), and it is job of the tempstore
implementation itself to expire items which haven’t been accessed
in a while.

Therefore, the above MemoryTmpStore implementation is
generally unsuitable for production, as the data put into it is
not automatically evicted over time and file upload data provided
by untrusted users is usually unsuitable for storage in RAM.  It’s
more likely that an implementation in your application will center
around a sessioning library (such as Beaker) that does data
eviction and which stores file upload data in persistent storage.


	
get(name, default=None)

	Same as dict.get.






	
__getitem__(name)

	Get a value.






	
__setitem__(name, value)

	Set a value.






	
__contains__(name)

	This should return True if we have a value for the
name supplied, False otherwise.






	
preview_url(name)

	Return the preview URL for the item previously placed into the
tmpstore named name or None if there is no preview for
name available (or if this tmpstore does not support
previewable items).  This item should typically return a URL
to a thumbnail image.
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Glossary


	appstruct

	A raw application data structure (complex Python objects).

	Chameleon

	chameleon [http://chameleon.repoze.org] is an attribute
language template compiler which supports the ZPT (Zope Page
Templates) templating specification.  It is written and
maintained by Malthe Borch.

	Colander

	A schema package [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/dev/] used by Deform
to provide serialization and validation facilities.

	cstruct

	Data serialized by Colander to a representation suitable
for consumption by the serialize method of a deform
widget, usually while a form is being rendered.

	default renderer

	The template renderer used when no other renderer is
specified.  It uses the Chameleon templating engine.

	field

	An object in the graph generated by deform that has access
to a schema node object and a widget object.  The
scope of a field object is generally limited to the scope of a
single HTTP request, so field objects are often used to maintain
state information during the request.

	form controls

	A sequence of browser renderings of user interface elements.
These are also known as “fields” as per the the RFC 2388 [http://www.servlets.com/rfcs/rfc2388.txt] definition of
“field”, however Deform uses the term field for another
concept, so we call them controls within the Deform
documentation.

	Gettext

	The GNU gettext [http://www.gnu.org/software/gettext/]
library, used by the deform translation machinery.

	jQuery

	jQuery [http://jquery.com/] is a JavaScript library for making
client side changes to HTML.

	JQuery UI

	A library used by Deform for various widget theming, effects and
functionality: See http://jqueryui.com/.

	jquery.autocomplete

	A  jQuery plugin library that allows for autocompleting a
value in a text input, making it easier to find and select a
value from a possibly large list. The data may be local or
remote. See also http://docs.jquery.com/Plugins/Autocomplete for more details.

	jquery.maskedinput

	A JQuery plugin library that allows for input masks in text
inputs.  For example, a mask for a US telephone number might be
(999)-999-9999.  See also
http://digitalbush.com/projects/masked-input-plugin/.  Deform
supports input masks in its default
deform.widget.TextInputWidget widget.

	jquery.ui.autocomplete

	A JQuery UI sublibrary for autocompletion of text
fields.  See http://docs.jquery.com/UI/Autocomplete.

	JSON

	JSON (JavaScript Object Notation) is a lightweight
data-interchange format. It is easy for humans to read and write.
See also http://www.json.org/.

	Peppercorn

	A package [http://docs.pylonsproject.org/projects/peppercorn/dev/]
used by Deform for strutured form submission value deserialization.

	pstruct

	Data deserialized by Peppercorn from one or more form
controls to a representation suitable for consumption by the
deserialize method of a deform widget, usually while a
form is being submitted.

	renderer

	A callable with the signature (template_name, **kw) which is
capable of rendering a template for use in a deform widget.

	renderer

	A function which accepts a logical template name and a set of
keywords, and which returns the rendering of a widget template.

	Resource registry

	An attribute of a Deform form which maps widget
requirement declarations made by widgets to relative file
paths.  Useful to obtain all the CSS and/or Javascript resources
required by all the widgets in a concrete form rendering.  See
also (高レベル) deform.Field.get_widget_resources() メソッド.

	schema

	A nested collection of schema node objects representing
an arrangement of data.

	schema node

	A schema node can serialize an appstruct to a
cstruct and deserialize a cstruct to an
appstruct (object derived from
colander.SchemaNode [http://docs.pylonsproject.org/projects/colander/en/latest/api.html#colander.SchemaNode] or one of the colander Schema
classes).  Schemas are a concept used by Deform, but actually
implemented and offered by the Colander package.

	Sequence

	A widget which allows you to add multiple subwidgets, each of
the same type.

	TinyMCE Editor

	TinyMCE [http://tinymce.moxiecode.com/index.php] is a platform
independent web based Javascript HTML WYSIWYG editor control
released as Open Source under LGPL [http://www.gnu.org/licenses/old-licenses/lgpl-2.1.html] by
Moxiecode Systems AB [http://www.moxiecode.com/]. It
has the ability to convert HTML TEXTAREA fields or other HTML
elements to editor instances. TinyMCE is very easy to integrate
into other Content Management Systems.

	validator

	A Colander validator callable.  Accepts a node object
and a value and either raises an colander.Invalid
exception or returns None.  Used in deform as the
validator= argument to a schema node, ensuring that the input
meets the requirements of the schema.

	WebOb

	WebOb [http://pythonpaste.org/webob/] is a WSGI request/response
library created by Ian Bicking.

	widget

	Serializes a cstruct into a form rendering and
deserializes a pstruct into a cstruct.

	Widget requirement

	A sequence of tuples attached to a widget object representing
the logical Javascript and/or CSS requirements of the widget.
See also ウィジェットの要求を指定する.

	xhr

	xhr an XMLHTTPRequest. See also
http://www.w3.org/TR/XMLHttpRequest/.
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Next Release


Features


	deform.widget.RichTextWidget now accepts a dict/two-tuple options
for specifying arbitrary options to pass to TinyMCE’s init function.
All default options are now part of the class itself (where possible)
and can be customised by using options.
[davidjb]






Bug Fixes


	Trigger a change event when adding/removing sequence items.

	Add optional label to checkbox widget.

	Raise a ValueError exception when the prototype
for a field in a sequence has no name. See
https://github.com/Pylons/deform/issues/149








0.9.7 (2013-03-06)


Bug Fixes


	Readonly checkbox template had a logic error.






Documentation


	Corrected the expected server response when using the Autocomplete widget.








0.9.6 (2013-01-10)


Bug Fixes


	Fixed remove bug in nested sequences.  See
https://github.com/Pylons/deform/pull/89

	Fixed bug wherein items added to a sequence nor the initial items rendered
in a sequence would not reflect the correct defaults of the item widget.
See https://github.com/Pylons/deform/pull/79

	Fix bug where native datetime/date widget rendering competed with jQuery
datetime/date widget rendering.  See
https://github.com/Pylons/deform/pull/142






Dependencies


	Depend on and use zope.deprecation to deprecate Set class.

	Deform now depends on Colander >= 1.0a1 (previously it depended on >= 0.8).
It requires Colander 1.0a1’s newer cstruct_children and
appstruct_children methods of schema objects as well as being able to
import objects from Colander that don’t exist in earlier versions.

	Deform now depends on Chameleon >= 2.5.1 (previously it depended on
>= 1.2.3).  It requires the Markup class supplied by this version or better.

	Deform no longer has a setup_requires dependency on setuptools_git
(useless, as the version on PyPI is broken).

	Setup.py now includes all testing requirements in tests_require that are in
testing extras and vice versa.






Features


	Allow SelectWidget to produce <optgroup> HTML tags.  See
https://github.com/Pylons/deform/pull/87

	Allow deform.form.Form constructor to accept an autocomplete
keyword argument, which controls the autocomplete attribute of the form
tag.

	Add Python 3.3 Trove classifier.

	Pass through unknown keys in a filedict FileData serialization (FBO of
passing out of band information).

	deform.Set type deprecated in favor of use of colander.Set.

	Give the preview_url method of the tempstore access to the stored
item. [tomster]

	Add style attribute/arguments to textinput-related widgets allowing you
to set the style of the tag by hand.

	Allow deform.widget.SequenceWidget constructor to accept an orderable
keyword argument.  Default is False.  If True, allow drag-and-drop
reordering of SequenceWidget items (via jQuery UI Sortable).

	The default widget for the colander.Money type is now
deform.widgets.MoneyInputWidget.

	Built-in widgets may have a ‘readonly’ attribute/constructor-argument, to
indicate that a form field associated with the widget should use its
readonly template instead of its normal readwrite template.  A readonly
keyword argument can still be passed to Field.serialize to render a
field as readonly, like in older versions.

	deform.field.Field now has a __contains__ method, which returns
True if the named field is a subfield of the field on which it is
called.

	deform.field.Field now has a validate_pstruct method which works
like validate except it accepts a pstruct directly instead of accepting
a list of controls.

	deform.field.Field.validate now accepts a subcontrol argument for
validating a submapping of a form.

	In support of “retail” form rendering, the serialize method of widgets
now accepts arbitrary keyword arguments.  These are used as top-level value
overrides to widget templates.

	In support of “retail” form rendering, the serialize method of a Field
now accepts arbitrary keyword arguments.  These are passed along to it’s
widget’s serialize method.

	It is now possible to pass an appstruct argument to the
deform.Field (and by extension, the deform.Form) constructor.  When
you do so, you can omit passing an appstruct argument to the render
method of the field/form.  Fields set a cstruct value recursively when
supplied with an appstruct argument to their constructor.  This is in
support of “retail” form rendering.

	Form/field objects are now initialized with a cstruct (recursively) when
created.  This means that accessing form.cstruct will return the current
set of rendering values.  This value is reset during validation, so after a
validation is done you can re-render the form to show validation errors.
This is in support of “retail” form rendering.

	Form/field objects now have peppercorn-field-outputting methods:
start_mapping, end_mapping, start_sequence, end_sequence,
start_rename, end_rename in support of retail form rendering.

	The deform.Field (and therefore deform.Form) classes now expose a
render_template method, which injects field and cstruct into
the dictionary passed to the template if they don’t already exist in the
**kw passed.  This is in support of retail form rendering.

	Add set_appstruct and set_pstruct methods to Field; these accept,
respectively, an appstruct or a pstruct and set the cstruct related to the
field to the deserialized or serialized value.






Documentation


	Add a (weak) “Retail Form Rendering” chapter to the docs.








0.9.5 (2012-04-27)


	Add translations for TinyMCE.  Thanks OCHIAI, Gouji.

	Japanese translation thanks to OCHIAI, Gouji.

	Modified Russian translation thanks to aleksandr.rakov

	Date(Time)Widget supports now options to configure it, thx to gaston
tjebbes, kiorky

	FileUploadWidget now sanitizes IE/Windows whole-path filenames before
passing them back to the caller during deserialization/validation.

	Add docs and dev setup.py aliases ala Pyramid.

	Add MoneyInputWidget widget type.

	Allow a custom i18n domain to be used for the “Add ${subitem_title}”
link of a SequenceWidget.  See
https://github.com/Pylons/deform/issues/85 .

	Allow the use of Integer values with SelectWidget.  See
https://github.com/Pylons/deform/issues/81 .

	CheckedInputWidget and CheckedPasswordWidget now populate the “confirm”
element with the cstruct value (for edit forms).

	Update to JQuery 1.7.2.

	Update to jquery.form 3.09.






0.9.4 (2012-02-14)


	No longer Python 2.5 compatible.  Python 2.6+ is required.

	Python 3.2 compatible.

	Translate title attribute for remove button in sequence fields.

	Do not output empty error messages for sequence items. After translation
these would insert the PO file metadata.

	Update to lingua for translations, add french translation

	fix multiple i18n issues.

	Fix a bug where displaying error could lead on an error when you have
imbricated Mapping objects

	Fix issue #54: form.pt does not show validation errors from the top node of
the schema. See https://github.com/Pylons/deform/issues/54 for more
information.

	Previously, all CheckedInputWidget and CheckedPasswordWidget fields had
hardcoded input[name] attributes of ‘value’ and ‘confirm’.  When
deserializing a form, this caused colander.null to be passed to the widget
deserialization function since neither submitted value matched the name of
the field.  This change simply replaces ‘value’ with the name of the field
and ‘confirm’ with the name of the field with ‘-confirm’ appended.

	In select widget, add css_class to <select> rather than only <option>.

	Allow RichText fields to load their editor only after clicking on them

	There is no longer a deform_ajaxify global javascript function.
Instead forms are AJAXified directly by the javascript callback for the
form.






0.9.3 (2011-08-10)


	Update Dutch translations.

	Translate title and description of items for sequence fields.

	Add a new API method to field objects: translate.  This method will use
the translator passed to the underlying renderer to translate message ids
into text.






0.9.2 (2011-07-22)


	Chameleon 2 compatibility.

	Use default widgets for a schema’s baseclass if known instead of always
falling back to a text widget.

	Deform now includes a beautify.css (contributed by Ergo^) in its static
directory, which can be used to make form element styling prettier.

	Moved deformdemo into its own package and Github repository
(https://github.com/Pylons/deformdemo).






0.9.1 (2011-06-23)


	Add Dutch translation.



	Add the deform.widget.DateTimeWidget widget, which uses the jQueryUI
Timepicker add-on.

DateTimeWidget uses the ISO8601 combined date and time format
internally, as expected by colander.DateTime, but converts to
the more friendly separate date and time format for display in the
widget.

This widget is now the default for colander.DateTime schema types.



	Upgrade to jquery-ui 1.8.11, as required by the timepicker.



	Compile all .po files to .mo in deform/locale and remove Texan
locale (funny, but breaks python setup.py compile_catalog with an
UnknownLocale error.)



	Fix references to repoze.bfg and update obsoletes URLs in the demo application



	Remove unused jquery.autocomplete.min.js file from static directory.



	SelectWidget now has a size attribute to support single select widgets
that are not dropdowns.



	The value fed to the deform.form.Button class as name would
generate an invalid HTML id if it contained spaces.  Now it converts spaces
to underscores if they exist in the name.  See
https://github.com/Pylons/deform/pull/14 .



	Deformdemo application now has a Time field demonstration.



	Deform Chameleon templates now contain i18n:translate tags.



	German translation updated.



	Fixed invalid HTML generated for “select” widget.



	When using an ajax form without a redirect, a submit overwrites the form.
In the case of a form validation failure on first submit, no event handlers
were registered to submit the form via ajax on the second submit.  This is
now fixed.  See https://github.com/Pylons/deform/pull/1 .








0.9 (2011-03-01)


	Moved to GitHub (https://github.com/Pylons/deform).

	Added tox.ini for testing purposes.

	Fix select dropdown behavior on Firefox by fixing CSS (closes
http://bugs.repoze.org/issue152).

	Removed wufoo.css, minimized form.css.  Changed templates around to
deal with CSS changes.

	Sequence widgets now accept a min_len and a max_len argument, which
influences its display of close and add buttons.

	Convert demo application from repoze.bfg to Pyramid.

	Depend on Chameleon<1.999 (deform doesn’t yet work with Chameleon 2).






0.8.1 (2010-12-17)


Features


	Allow deform.form.Button class to be passed a disabled flag (false
by default).  If a Button is disabled, its HTML disabled setting will
be set true.








0.8 (2010-12-02)


Features


	Added Polish locale data: thanks to Marcin Lulek.






Bug Fixes


	Fix dynamic sequence item adding on Chrome and Firefox 4.  Previously if
there was a validation error rendering a set of sequence items, the “add
more” link would be rendered outside the form, which would cause it to not
work.  Wrapping the sequence item <li> element in a <ul> fixed this.








0.7 (2010-10-10)


Features


	Added Danish locale.

	Added Spanish locale:  thanks to David Cerna for the translations!

	DatePartsWidget now renders error “Required” if all blank or
“Incomplete” if partially blank for consistency with the other widgets.

	Different styling involving <li> and <ul> for checkbox choice,
checked input, radio choice, checked password, and dateparts widgets
(via Ergo^). See http://bugs.repoze.org/issue165.






Dependencies


	Deform now depends on colander version 0.8 or better (the demo
wants to use schema bindings).

	Deform now depends on Chameleon (uppercase) rather than
chameleon to allow for non-PyPI servers.






Demo


	New addition to the demonstration application: schema binding.








0.6 (2010-09-03)


Features


	Sequence widgets are no longer structural by default; they now
print the label of the sequence above the sequence adder.



	Radio buttons in a radio button choice widget are now spaced closer
together and the button is on the left hand side.



	The sequence remove button is no longer an image.



	The sequence widget now puts the sequence adding link after any
existing items in the sequence (previously the link was always
beneath the sequence title).



	It is now possible to associate a widget with a schema node within
the schema directly.  For example:

import colander
import deform.widget

class MySchema(Schema):
    description = colander.SchemaNode(
                      colander.String(),
                      widget=deform.widget.RichTextWidget()
                      )





For more information, see “Changing the Default Widget Associated
With a Field” in the documentation.



	The constructor of deform.Field objects (and thus
deform.Form objects) now accept arbitrary keyword arguments,
each of which is attached to the field or form object being
constructed, as well as being attached to its descendant fields
recursively.



	The form object’s template now respects the css_class argument /
attribute of the form node.



	CheckboxChoice and RadioChoice widgets now use <ul> and <li> to
display individual choice elements (thanks to Ergo^), and both
widgets put the label after the element instead of before as
previously.



	The deform.widget.AutocompleteInputWidget widget now uses
JQuery UI’s autocomplete sublibrary
<http://docs.jquery.com/UI/Autocomplete> instead of the
jquery.autocomplete library to perform its job in order to
reduce the number of libraries needed by Deform.  Some options have
been changed as a result, and the set of resources returned by
form.get_widget_resources has changed.

This change also implies that when a widget which uses a remote URL
as a values input, the remote URL must return a JSON structure
instead of a \n-delimited list of values.








Requirements


	This Deform version requires colander version 0.7.3 or better.






Bug Fixes


	RichTextWidget, AutocompleteInputWidget, TextInputWidget
with input masks, and CheckedInputWidget with input masks could
not be used properly within sequences.  Now they can be.  See also
Internal and Backwards Incompatibilities within this
release’s notes.  This necessitated new required deform.load()
and deform.addCallback() JavaScript APIs.

	Radio choice widgets included within a submapping no longer put
their selections on separate lines.

	Rich text widgets are now 500 pixels wide by default instead of 640.

	RadioChoiceWidgets did not work when they were used within
sequences.  Making them work required some changes to the its
template and it added a dependency on peppercorn >= 0.3.

	To make radio choice widgets work within sequences, the
deform.addSequenceItem JavaScript method needed to be changed.  It
will now change the value of name attributes which contain a
marker that looks like an field oid (e.g. deformField1), and,
like the code which changes ids in the same manner, appends a random
component (e.g. deformField1-HL6sgP).  This is to support radio
button groupings.

	The mapping and sequence item templates now correctly display errors
with msg values that are lists.  Previously, a repr of a Python
list was displayed when a widget had an error with a msg value
that was a list; now multiple <p> nodes are inserted into the
rendering, each <p> node containing an individual error message.
(Note that this change requires colander 0.7.3).






Backwards Incompatibilities


	The JavaScript function deform.load() now must be called by
the HTML page (usually in a script tag near the end of the page, ala
<script..>deform.load()</script>) which renders a Deform form in
order for widgets which use JavaScript to do proper event and
behavior binding.  If this function is not called, built-in widgets
which use JavaScript will no longer function properly.

	The JavaScript function deformFocusFirstInput was removed.  This
is now implied by deform.load().

	The closebutton_url argument to the SequenceWidget no longer
does anything.  Style the widget template via CSS to add an image.






Internal


	Provided better instructions for running the demo app and running
the tests for the demo app in deformdemo/README.txt.

	Try to prevent false test failures by injecting sleep statements in
things that use browser.key_press.

	Moved deformdemo/tests/test_demo.py to deformdemo/test.py as
well as moving deformdemo/tests/selenium.py to
deformdemo/selenium.py.  Removed the deformdemo/tests
subdirectory.

	The date input widget now uses JQueryUI’s datepicker
functionality rather than relying on JQuery Tools’ date input.
The latter was broken for sequences, and the former works fine.

	The various deform* JavaScript functions in deform.js have now
been moved into a top-level namespace.  For example, where it was
necessary to call deformFocusFirstInput() before, it is now
necessary to call deform.focusFirstInput().

	Make the TinyMCE rich text widget use mode: 'exact' instead of
mode: 'textareas'.

	richtext, autocomplete_input, textinput,
checked_input, and dateinput, and form templates now use
the new deform.addCallback indirection instead of each
registering their own JQuery callback or performing their own
initialization logic, so that each may be used properly within
sequences.

	Change sequence adding logic to be slightly simpler.

	The sample app form page now calls deform.load() rather than
deformFocusFirstInput().

	Added new demo app views for showing a sequence of autocompletes, a
sequence of dateinputs, a sequence of richtext fields, a sequence of
radio choice widgets and a sequence of text inputs with masks and
tests for same.






Documentation


	Added a note about get_widget_resources to the “Basics”
chapter.

	Added a note about deform.load() JavaScript requiredness to the
“Basics” chapter.

	Add new top-level sections named Widget Templates and Widget
JavaScript to the “Widgets” chapter.








0.5 (2010-08-25)


Features


	Added features which make it possible to inquire about which
resources (JavaScript and CSS resources) are required by all the
widgets that make up a form rendering.  Also make it possible for a
newly created widget to specify its requirements.  See “Widget
Requirements and Resources” in the widgets chapter of the
documentation.

	Add the get_widget_requirements method to deform.Field
objects.

	Add the get_widget_resources method to deform.Field
objects.

	Allow deform.Field (and deform.Form) objects to accept a
“resource registry” as a constructor argument.

	Add the deform.Field.set_widgets method, which allows a
(potentially nested) set of widgets to be applied to children fields
of the field upon which it is called.

	Add the deform.widget.TextInputCSV widget.  This widget is
exactly like the deform.widget.TextAreaCSV widget except it
accepts a single line of input only.

	The default widget for colander.Tuple schema types is now
deform.widget.TextInputCSV.

	The deform.widget.FileUploadWidget now returns an instance of
deform.widget.filedict instead of a plain dictionary to make it
possible (using isinstance) to tell the difference between file
upload data and a plain data dictionary for highly generalized
persistence code.








0.4 (2010-08-22)


Bug Fixes


	When the hidden widget is used to deserialize a field, return
colander.null rather than the empty string so that it may be
used to represent non-text fields such as colander.Integer.
This is isomorphic to the change done previously to
deform.TextInputWidget to support nontextual empty fields.

	Fix typo about overriding templates using set_zpt_renderer in
templating chapter.

	Fix link to imperative schema within in Colander docs within “Basics”.

	Remove duplicate deform.widget.DateInputWidget class definition.






Features


	Add a deform.widget.RichTextWidget widget, which adds the
TinyMCE WYSIWIG javascript editor to a text area.

	Add a deform.widget.AutocompleteInputWidget widget, which adds
a text input that can be supplied a URL or iterable of choices to
ease the search and selection of a finite set of choices.

	The deform.widget.Widget class now accepts an extra keyword
argument in its constructor: css_class.

	All widgets now inherit a css_class attribute from the base
deform.widget.Widget class.  If css_class` contains a value,
the “primary” element in the rendered widget will get a CSS
class attribute equal to the value (“primary” is defined by the
widget template’s implementor).

	The deform.Field class now as an __iter__ method which
iterates over the children fields of the field upon which it is
called (for item in field == for item in field.children).








0.3 (2010-06-09)


Bug Fixes


	Change default form action to the empty string (rather than .).
Thanks to Kiran.






Features


	Add deform.widget.DateInputWidget widget, which is a date picker
widget.  This has now become the default widget for the
colander.Date schema type, preferred to the date parts widget.

	Add text input mask capability to deform.widget.TextInputWidget.

	Add text input mask capability to
deform.widget.CheckedInputWidget.






Backwards Incompatibilities


	Custom widgets must now check for colander.null rather than
None as the null sentinel value.

	Dependency on a new (0.7) version of Colander, which has been
changed to make using proper defaults possible; if you’ve used the
default argument to a colander.SchemaNode, or if you’ve
defined a custom Colander type, you’ll want to read the updated
Colander documentation [http://docs.repoze.org/colander]
(particularly the changelist).  Short story: use the missing
argument instead.

	If you’ve created a custom widget, you will need to tweak it
slightly to handle the value colander.null as input to both
serialize and deserialize.  See the Deform docs at
http://docs.repoze.org/deform for
more information.








0.2 (2010-05-13)


	Every form has a formid now, defaulting to deform.  The formid
is used to compute the id of the form tag as well as the button ids
in the form.  Previously, if a formid was not passed to the Form
constructor, no id would be given to the rendered form and the
form’s buttons would not be prefixed with any formid.



	The deform.Form class now accepts two extra keyword arguments in
its constructor: use_ajax and ajax_options.

If use_ajax is True, the page is not reloaded when a submit
button is pressed.  Instead, the form is posted, and the result
replaces the DOM node on the page.

ajax_options is a string which allows you to pass extra options
to the underlying AJAX form machinery when use_ajax is True.



	Added a couple Ajax examples to the demo app.



	Add a rudimentary Ajax chapter to the docs.








0.1 (2010-05-09)


	Initial release.
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